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１．計画の概要 

（１）計画策定の背景 

日本は地震大国といわれ、東北地方太平洋沖地震（平成 23 年）、熊本地震（平成 28

年）、能登半島地震（令和６年）など、大規模な地震により大きな被害が発生しています。 

大規模地震発生時には、迅速な救命活動や物資の供給、諸施設の復旧等の応急対策活

動が重要となりますが、路面の段差や液状化、建物の倒壊等によって道路が分断された

場合、救命・救援活動に大きな影響を及ぼします。 

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災では、津波により流出した家屋、倒壊

した建物等のがれきや放置車両が道路を塞いだため、道路ネットワーク機能が途絶する

中で、被災者の迅速な救命・救援活動が求められました。震災直後から速やかに展開さ

れた｢くしの歯」作戦による道路啓開により、救命・救援、復旧活動に高い効果があった

といわれています。 

また、令和 6 年１月１日に発生した能登半島地震では、孤立集落の解消に向け、国や

県、自衛隊との連携により、陸側・海側から道路啓開が実施されましたが、啓開作業に

時間を要したため、救命・救援や復旧活動に支障をきたすなどの課題が残りました。 

本県においても、県内及び周辺地域に複数の活断層やプレートが分布しており、大規

模地震発生時には、広範囲で道路への被害が懸念されることから、迅速かつ効率的に道

路啓開を実施するための道路啓開計画の策定が急務となっています。 

 

（２）計画策定の目的 

『山梨県地域防災計画』では、主に南海トラフ巨大地震や首都直下地震、６つの断層

による地震の発生が想定されており、災害発生後の円滑な救助・救急、医療及び消火活

動等を支え、被災者に緊急物資を供給するため、交通規制、施設の応急復旧、障害物除

去等による交通の確保、並びに優先度を考慮した緊急輸送等を行うこととされています。 

以上を踏まえ、『山梨県道路啓開計画』（以下「本計画」）では、山梨県内で大規模地震

が発生したことを想定し、迅速かつ効率的に道路啓開を実施するため、道路啓開の基本

方針や手順に加え、平時に準備しておくべき事項等を定めることを目的とします。 
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（３）計画の位置づけ 

本計画は、『山梨県緊急輸送道路ネットワーク計画』を反映するものとします。 

また、本計画の策定に当たっては、県の計画である『山梨県地域防災計画』、『山梨県

防災拠点整備基本構想』『山梨県業務継続計画』の考え方を反映するとともに、関係機関

の災害対応計画である『南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する計画』、

『首都直下地震道路啓開計画（第４版）「八方向作戦」』、『国土交通省南海トラフ巨大地

震対策 関東ブロック地域対策計画【第２版】』、『首都直下地震対策計画（第２版）』及び

各地域の『防災アクションプラン』などの考え方を参考とします。 

さらに、周辺地域における道路啓開計画の策定状況を踏まえた隣接都県との連携や、

火山災害・雪害（除排雪）は今後の課題とします。 

 

 

図 １-1 本計画の位置づけ 

 

 

 

『 山梨県道路啓開計画 』

山梨県緊急輸送道路ネットワーク計画
（令和6年1月）

山梨県総合計画（2023年策定版）

山梨県強靱化計画（令和６年３月改定）

山梨県社会資本整備重点計画(第四次)
（令和4年9月改定）

国土交通省 南海トラフ巨大地震対策計画
関東ブロック地域対策計画【第２版】

（国土交通省 関東地方整備局、関東運輸局、
東京航空局、東京管区気象台、第三管区海上保安本部、

国土地理院関東地方測量部 令和4年3月）

南海トラフ地震における
具体的な応急対策活動に関する計画

（内閣府 中央防災会議幹事会 令和5年5月）

首都直下地震道路啓開計画（第4版）「八方向作戦」
（首都直下地震道路啓開計画検討協議会令和5年7月）

首都直下地震対策計画【第２版】
（国土交通省 南海トラフ巨大地震・

首都直下地震対策本部 平成31年1月）

中北地域 防災ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ
【改訂版】

（中北地域防災連絡会議令和4年6月）

第四次 峡東地域
防災ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ

（峡東地域防災連絡会議令和2年）

峡南地域 防災ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ
【改訂版】

（峡南地域防災連絡会議令和2年12月）

第三次 富士・東部地域
防災ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ

（富士・東部地域防災連絡会議令和3年2月）

関係機関の災害対応計画

上位計画

上位計画

考え方
を参考

緊急輸送道路
ネットワーク

を反映

県の計画

山梨県地域防災計画
（令和6年3月改定）

山梨県防災拠点整備基本構想
（令和5年5月改定）

山梨県業務継続計画（山梨県自然災害ＢＣＰ）

（令和5年12月改定）

上
位
計
画
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２．被害の想定 

（１）山梨県で想定される地震 

山梨県内に大規模な被害を及ぼす可能性がある地震は、以下に示すとおりです。 

 

想定した地震の震源地域とそのエネルギー量（マグニチュード）、県内の最大震度を次

ページに示します。 

 

  

①南海トラフの巨大地震（東側ケース）    ②首都直下地震（立川市直下） 

③糸魚川－静岡構造線 断層帯中南部区間    ④糸魚川－静岡構造線 断層帯南部区間 

⑤曽根丘陵断層帯   ⑥扇山断層      ⑦身延断層 

⑧塩沢断層帯     ⑨富士川河口断層帯  ⑩首都直下地震（相模トラフ） 
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出典：山梨県地震被害想定調査結果、山梨県地域防災計画 第３編 地震編 

図 ２-1 山梨県内に大規模な被害を及ぼす可能性がある地震 

  

想定する地震 
ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 

M 

県内の 

最大震度 

①南海トラフの巨大 

 地震（東側ケース） 
Ｍ9 ｸﾗｽ 7 

②首都直下地震 

（立川市直下） 
Ｍ7 ｸﾗｽ 6 強 

③糸魚川－静岡構造線 

 断層帯中南部区間 
7.4 7 

④糸魚川－静岡構造線 

 断層帯南部区間 
7.6 7 

⑤曽根丘陵断層帯 7.3 7 

⑥扇山断層 7 7 

⑦身延断層 7 6 強 

⑧塩沢断層帯 6.8 7 

⑨富士川河口 

 断層帯 
7.2～8.3 7 

⑩首都直下地震 

（相模トラフ） 
M8 ｸﾗｽ 7 
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（２）地震発生により想定される被害 

本県における地震災害の被害想定は、以下に示すとおりです。 

 

 

想定する地震の地表震度の分布および液状化危険度は、次ページに示すとおりです。 

 

 

 

〔地震災害の被害想定〕 

■最大震度は、概ね６強～７が想定されます。 

■液状化の発生は、地盤の性質と地震動の大きさに関係します。 

①南海トラフの巨大地震（東側ケース）、⑤曽根丘陵断層帯、⑩首都直下地震（M8 ク

ラス相模トラフ）では、液状化危険度の高い地域が広く分布します。なお、富士五

湖周辺地域では多くのケースで液状化危険度が高い地域が分布します。 

■崖崩等の危険度が大きい箇所は、①南海トラフの巨大地震（東側ケース）が多く、急

傾斜地の崩壊 815 箇所、地滑り 15 箇所、土石流 474 箇所と判定されています。 

■人的被害は、⑥曽根丘陵断層帯の地震が最大となり、死者数約 3,800 人、負傷者数

約 20,000 人と想定されます。 

■建物被害は、⑥曽根丘陵断層帯の地震が最大となり、全壊棟数約 94,000 棟、半壊

棟数約 55,000 棟と想定されます。 

■交通施設被害は、①南海トラフの巨大地震（東側ケース）の被災箇所数が最も多く、

鉄道で 379 箇所、緊急輸送道路で 20 箇所と想定されます。 

（出典：山梨県地震被害想定調査結果、山梨県地域防災計画 第３編 地震編） 
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なお、各地震による地震被害想定の概要は、以下に示すとおりです。 

 

表 ２-4 地震被害想定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：山梨県地域防災計画 第３編 地震編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①南海ト
ラフの巨
大地震
（東側
ケース

②首都直
下地震
（立川市
直下）

③糸魚川
－静岡構
造線　断
層帯中南
部区間

④糸魚川
－静岡構
造線断層
帯南部区
間

⑤曽根丘
陵断層帯

⑥扇山断
層

⑦身延断
層

⑧塩沢断
層帯

⑨富士川
河口断層
帯

⑩首都直
下地震
（相模ト
ラフ）

危険度大（箇所） 815 96 17 284 460 107 42 271 377 1,279

危険度中（箇所） 696 296 47 427 603 155 165 495 342 733

危険度小（箇所） 1,932 1,933 1,647 1,864 1,955 1,583 1,724 1,569 1,700 1,213

なし 918 2,036 2,650 1,786 1,343 2,516 2,430 2,026 1,942 1,136

危険度大（箇所） 15 0 0 3 5 0 0 0 13 0

危険度中（箇所） 26 0 0 4 1 2 0 0 30 0

危険度小（箇所） 181 0 5 69 18 37 0 0 76 5

なし 226 448 443 372 424 409 448 448 329 443

危険度大（箇所） 474 27 19 166 331 79 26 80 221 519

危険度中（箇所） 542 104 45 316 377 77 103 228 212 430

危険度小（箇所） 1,117 1,149 950 1,123 1,171 940 1,045 1,002 1,057 835

なし 316 1,169 1,435 844 570 1,353 1,275 1,139 959 665

全壊棟数（棟） 60,017 4,299 19,542 72,761 94,102 488 2,580 2,227 24,474 27,085

半壊棟数（棟） 57,951 12,091 27,224 54,443 54,554 2,425 5,333 6,021 34,737 21,594

死者（人） 3,019 202 1,088 3,491 3,843 14 104 114 1,219 1,044

負傷者（人） 16,254 1,612 6,847 18,283 20,008 136 826 881 7,899 4,613

上水道
(直後)

断水人口（人） 393,422 41,967 53,305 256,696 419,187 9,221 47,939 49,342 96,907 118,815

下水道
(直後)

機能支障人口(人） 58,314 20,472 14,672 28,013 48,696 4,612 27,614 25,810 24,583 77,238

都市ガス 供給停止件数(件） 24,023 - - 15,184 24,023 - - - - 15,184

ＬＰガス 漏洩被害件数（件） 920 131 187 438 723 31 307 294 143 889

電力
(直後)

停電人口（人） 623,786 198,684 18,945 442,793 593,101 5,483 119,136 134,150 298,449 183,818

固定電話通信支障
回線数（回線）

599,068 192,889 187,869 422,302 555,669 53,509 118,281 131,599 286,515 193,297

携帯電話ランクＡ
＊市町村数

22 2 1 11 17 1 5 6 8 11

道路
緊急輸送道路被害
箇所数

20 8 5 12 19 4 5 6 11 19

鉄道 鉄道被害箇所数 379 120 132 245 299 59 65 116 182 283

＊ランクＡ：停電率、不通回線率の少なくとも一方が50%以上となる地域

通信
(直後)

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害

交通
施設

急傾斜地
の崩壊

地滑り

土石流

土
砂
災
害
危
険
度
箇
所

建物被害

人的被害

被害内容
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（３）道路における被害項目 

道路では、大規模地震発生時に以下の被害が想定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-5 道路における被害発生イメージ 

①盛土・法面の崩壊  ②橋梁部の段差  ③建物の倒壊 

④液状化  ⑤道路付属物、電柱の倒壊  ⑥放置車両（立ち往生車両） 

 

②橋梁部の段差 ①盛土・法面の崩壊 

④液状化 ③建物の倒壊 

⑥放置車両（立ち往生車両） ⑤道路付属物、電柱の倒壊 

出典：熊本地震による被災及び復旧状況（国土交通省） 

出典：熊本地震における建築物被害の原因分析 

   を行う委員会 報告書（国土交通省） 
出典：総力戦で挑む防災・減災プロジェクト（国土交通省） 

出典：熊本地震による被災及び復旧状況（国土交通省） 

出典：能登半島地震における被害と対応（国土交通省） 出典：道路啓開訓練（山梨県） 
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道路啓開の基本方針 

３．１．基本的な考え方 

本計画における道路啓開の基本的な考え方は、以下のとおりです。 

 

（１）道路啓開の概要 

『道路啓開』とは、災害発生時に道路ががれきや放置車両等で塞がれた場合、救命・

救援、復旧、復興のための緊急車両が通行できるように、早急に最低限、道路上のがれ

きや放置車両等の処理、路面の簡易な段差修正などを行い、救命・救援ルートを開け確

保することをいいます。 

また、大規模な災害では、応急復旧を実施する前に救援ルートを確保する道路啓開が

必要です。 

※『啓開』＝切り開くこと 

 

 

 

 

 

図 ３-1 災害発生～復興の流れにおける道路啓開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：直轄国道の道路啓開と応急復旧作業について（国土交通省東北地方整備局） 

図 ３-2 東日本大震災 道路啓開前後の様子（国道 45 号 岩手県釜石市平田地区） 

  

道路啓開前 道路啓開後 

災
害
発
生 

道
路
啓
開 

応
急
復
旧 

本 

復 

旧 

復 
 

興 

■救命・救援ルートの確保 

■最低１車線の確保と待避所の設置 
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（２）道路啓開の基本方針 

本計画における道路啓開の基本方針を、以下のように定義します。 

 

本計画においては、ルートの早急

な啓開を重視し、「最低 1 車線の幅

員を確保するとともに待避所を設け

る」ことを目指します。 

 

 

 

                   図 ３-3 救命・救援ルートの確保（イメージ） 

 

啓開作業の実施に当たっては、重機を投入し、がれきや倒壊した電柱の除去、放置車

両や立ち往生車両等の移動を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３-4 道路啓開実施前後の道路状況（イメージ）  

■道路上のがれきや放置車両等の処理、路面の簡易な段差修正などを行い、救命・

救援ルートを開けることとします。 

■ルートの早急な啓開を重視し、最低１車線を確保するとともに待避所を設けます。 

災害発生

通行止め

緊急車両

待避所

最低1車線の幅員を確保し、待避所を設ける
道路幅員は緊急車両の通行が確保される幅員とする

ブロック塀倒壊

放置車両

沿道建物・電柱倒壊

放置車両

【道路啓開後】【道路啓開前】

がれき・放置車両等を「沿道に押し退け」

押し退け

押し退け

緊急車両

がれき・放置車両等を「閉塞箇所に押し退け」

押し退け

押し退け

緊急車両

がれき・放置車両等を「道路外に撤去・移動」

撤去・移動

撤去・移動

撤去・移動

緊急車両

【作業イメージ】

災害発生

通行止め

災害発生

通行止め

災害発生

通行止め
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３．２．道路啓開の目標 

本計画における道路啓開の段階設定及び目標は、以下に示すとおりです。 

 

 

本計画では、道路啓開を緊急車両が通行できる程度の必要最低限の作業※1 を行うため

と想定し、第 1 次緊急輸送路を啓開する STEP１、県内の優先防災拠点までを結ぶルー

トを啓開する STEP２、県内の防災拠点までを結ぶルートを啓開する STEP３の３段階

に設定します。 

救命・救急活動※2や緊急物資支援※3の観点から、発災後 72 時間（3 日）を目標とし

た道路啓開を目指すものとします。 

また、必要に応じて、陸路だけでなく空路を活用したアクセスルートの確保にも努め

ます。 

なお、上記の目標は啓開ルート全体の道路啓開完了を目指すものであり、被災状況や

病院の受け入れ体制、避難所の開設状況に応じて、災害対策本部にて啓開ルートの優先

順位を決定し、新たな情報や状況の変化に応じて、適宜ルートの見直しを図ります。 

※1 段差が発生した場合は、土のう等によるすりつけ程度の作業 

※2 人命救助で生存率が大きく変化する時間は72時間といわれている 

※3 発災後4日以降に、国によるプッシュ型支援（緊急物資輸送）が実施される計画となっている 

（南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３-5 道路啓開の段階設定及び目標  

緊急輸送道路ネットワーク計画の考え方を踏まえ、STEP1（最優先啓開ルート）、STEP2

（優先啓開ルート）、発災後 72 時間で STEP3（啓開ルート）の道路啓開を目指します。

ただし、緊急を要する道路についてはこれに限りません。 

STEP１：最優先啓開ルート・・・第１次緊急輸送道路 

STEP２：優先啓開ルート・・・・県内の優先防災拠点までを結ぶルート 

STEP３：啓開ルート・・・・・・県内の防災拠点までを結ぶルート 

→救命・救急活動や緊急物資輸送の観点から、発災後 72 時間（3 日）を 

目標とした道路啓開を目指します 
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図 ３-6 啓開 STEP のイメージ 

 

 

 

  

：県内の優先防災拠点

：県内各地の防災拠点

県外へ

STEP２
優先啓開
ルート

IC

県外へ

STEP１
最優先啓開
ルート

STEP3
啓開
ルート

県内各都市へ

県内各都市へ
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３．３．道路啓開の実施体制 

本県における道路啓開の実施体制は、以下に示すように、『災害対策本部』及び『地方

連絡本部』を中心に、市町村災害対策本部や関係機関との連携体制を構築します。 

 

【 災害発生時の組織体制 】 

 

図 ３-7 山梨県における道路啓開の実施体制 

  

道路啓開にあたり迅速かつ効率的な連携を図るため、『山梨県災害対策本部』及び『各

地方連絡本部』を中心に、道路啓開の実施体制を構築。 
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道路啓開手順およびタイムラインの設定 

道路啓開手順の設定 

本計画では、道路啓開の手順（災害対応の流れ）を以下の４段階に設定します。 

 

道路啓開の手順（災害対応の流れ）は、以下に示す 4 つの段階において、道路管理者

を中心として関係機関と連携したうえで活動を行うこととします。 

 

 
図 ４-1 道路啓開の手順（災害対応の流れ） 

  

道路啓開の手順（災害対応の流れ）

参集・応急体制の確立
参集・災害対策本部設置
地震情報の収集
通信手段の確保 など

被災情報の収集および共有
緊急調査による被災状況確認
被災情報の共有 など

道路啓開の
実施方針決定

啓開ルートの選定
緊急交通路指定・通行規制
作業班・資機材の割当方針の決定
国等への応援要請 など

道路啓開の実施 上記の実施方針を踏まえ、啓開作業を実施

道路啓開の完了・周知

■参集・応急体制の確立 

■被災情報の収集および共有 

■道路啓開の実施方針決定 

■道路啓開の実施 

（道路啓開の完了・周知） 
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タイムラインの設定 

各機関の実施事項を時系列に示した道路啓開タイムラインを設定します。 

 

【タイムラインの対象とする関係機関】 

■県災害対策本部（防災局(防災危機管理課)、公安委員会(県警本部)） 

■県土整備部災害対策本部（道路管理課） 

■その他部局災害対策本部（その他関係部局） 

■地方連絡本部（各建設事務所・支所、県民センター） 

■関東地方整備局 

■NEXCO 中日本  ■市町村道路管理者 

■自衛隊  ■各警察署  ■消防機関  ■電気事業者、通信事業者 

■山梨県建設業協会、山梨県建設業協会地区協会 

 

 

発 災 想定される災害対応の活動 

  

発
災
後
３
日
（
７
２
時
間
）
を
目
途 

 
 

 参集・応急
体制の確立 

参集・災害対策本部設置 
地震情報の収集 
通信手段の確保 等 

 

被災情報の
収集および
共有 

緊急調査による被災状況確認  
被災情報の共有 等     

道路啓開 
の実施方針 
決定 

啓開ルートの選定 
緊急交通路指定・通行規制 
作業班・資機材の割当方法の決定 
国等への応援要請 等 

道路啓開 
の実施 

道路啓開の手続き 
住民、道路利用者へ
の周知（通行可能区
間、道路啓開状況） 

啓開作業の実施 

★STEP１：最優先啓開ルート 

第１次緊急輸送道路 

・県庁所在地、地方中心都市等を連絡する道路。 

・隣接都県間を連絡する高速自動車国道、一般国

道等の道路。 

・第１次緊急輸送道路の多重化・代替性を確保す

るための道路 

 

  ★STEP２：優先啓開ルート 

県内の優先防災拠点までを結ぶルート 

 ★STEP３：啓開ルート 

県内各地の防災拠点まで結ぶルート 

 

なお、上記の目標は啓開ルート全体の道路啓開完了を目指すものであり、被災状況や

病院の受け入れ体制、避難所の開設状況に応じて、災害対策本部にて啓開ルートの優先

順位を決定し、新たな情報や状況の変化に応じて、適宜ルートの見直しを図ります。 

 

図 ４-2 道路啓開の手順（災害対応の流れ） 
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平時の準備 

対象路線や防災拠点の優先順位の考え方 

（１）選定方針 
道路啓開の基本方針に基づき、STEP ごとに対象となる路線や拠点を選定します。 

 

＜道路啓開の基本方針＞ 

 

道路啓開において、早期に救援・救護ルートを確保するために、予め啓開する路線を

定め、災害発生時に速やかに対象路線を啓開する準備を整えるため、緊急輸送道路を基

本として、啓開ルートを設定する必要があります。 

本計画では、道路啓開の基本方針に基づき、STEP ごとに対象となる路線や拠点を選

定します。 

また、必要に応じて、陸路だけでなく空路を活用したアクセスルートの確保にも努め

ます。 

なお、上記の目標は啓開ルート全体の道路啓開完了を目指すものであり、被災状況や

病院の受け入れ体制、避難所の開設状況に応じて、災害対策本部にて啓開ルートの優先

順位を決定し、新たな情報や状況の変化に応じて、適宜ルートの見直しを図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５-1 啓開 STEP のイメージ（再掲） 

緊急輸送道路ネットワーク計画の考え方を踏まえ、STEP1（最優先啓開ルート）、STEP2

（優先啓開ルート）、発災後 72 時間で STEP3（啓開ルート）の道路啓開を目指します。

ただし、緊急を要する道路についてはこれに限りません。 

STEP１：最優先啓開ルート・・・第１次緊急輸送道路 

STEP２：優先啓開ルート・・・・県内の優先防災拠点までを結ぶルート 

STEP３：啓開ルート・・・・・・県内の防災拠点までを結ぶルート 

→救急・救急活動や緊急物資輸送の観点から、発災後 72 時間（3 日）を 

目標とした道路啓開を目指す 

：県内の優先防災拠点

：県内各地の防災拠点

県外へ

STEP２
優先啓開
ルート

IC

県外へ

STEP１
最優先啓開
ルート

STEP3
啓開
ルート

県内各都市へ

県内各都市へ
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（２）対象路線及び防災拠点の設定 
『山梨県緊急輸送道路ネットワーク計画』に位置づけられている緊急輸送道路指定路

線及び防災拠点は以下のとおりです。 

優先啓開ルートの設定にあたり、まず、災害時の救助活動や復旧活動を行う際に優先

防災拠点となる施設を抽出します。 

 

表 ５-2 山梨県緊急輸送道路指定路線一覧表（計画延長含まず） 

 
 

  

（第一次緊急輸送道路）

道路種別
路線
番号

路線名 起終点
延長
（㎞）

高速自動車国道 - 中央自動車道西宮線 県内全線 100.3
- 中央自動車道富士吉田線 県内全線 44.6
- 中部横断自動車道 県内全線 63.1

その他有料道路 - 東富士五湖道路 県内全線 13.8

一般国道 20 国道20号
東京都堺～長野県堺
大月BP現道部（駒橋交差点（大月市）～大月インター入口交差点（大月市））除く

100.3

(指定区間)

52 国道52号

国道20号交点（甲斐市）～甲府南アルプス線交点（甲府市）
甲府南アルプス線（甲府市）～国道411号交点（甲府市）
上石田パイパス：貢川交番南交差点（甲府市）～貢側橋西詰（甲府市）含む
静岡県境～国道52号(甲西道路)交点（富士川町）

54.0

52 国道52号(甲西道路) 国道52号交点（富士川町）～国道20号交点（甲斐市） 18.2
138 国道138号 県内全線 14.2

139 国道139号
静岡県境～国道138号交点(富士吉田市)
国道139号分岐富士見BP北交差点(富士吉田市)～国道20号大月バイパス交点(大月市)

43.7

一般国道 137 国道137号 国道138号交点(富士吉田市)～国道20号交点(笛吹市) 25.8
(指定区間外)

139 国道139号
国道138号交点(富士吉田市)～国道139号分岐富士見BP北交差点(富士吉田市)
国道137号交点(富士吉田市)～山中湖忍野富士吉田線交点(富士吉田市)
国道137号重用区間1.1km：国道138号交点(富士吉田市)～国道139号金鳥居交差点(富士吉田市)

6.0

140 国道140号

埼玉県境～国道52号交点（富士川町）
西関東連絡道路：桜井ランプ（甲府市）～岩手ランプ（山梨市）含む
西下条ランプ（甲府市）～落合西IC（甲府市）〔新山梨環状道路〕
国道20号重用区間0.5km：国道20号向町二交差点(甲府市)　～国道20号上阿原交差点(甲府市)

56.9

141 国道141号 県内全線 33.4
358 国道358号 全線 28.0

411 国道411号
東京都境～国道52号交点（甲府市）
国道140号交点（甲府市）～甲府市道池添梅ヶ坪線交点（甲府市）［城東バイパス］

64.1

413 国道413号
県内全線
国道138号重用区間11.4km：国道137号交点(富士吉田市)～国道138号旭日丘交差点(山中湖村)

32.8

主要地方道 6 甲府韮崎線 国道52号交点(甲府市)～甲府駅前(甲府市) 0.5
12 韮崎南アルプス中央線 国道52号交点（南アルプス市）～甲府中央右左口線交点（中央市）〔新山梨環状道路〕 7.6
29 甲府中央右左口線 韮崎南アルプス中央線交点（中央市）～国道358号交点（甲府市）〔新山梨環状道路〕 1.3

一般県道 717 山中湖忍野富士吉田線 国道139号交点（富士吉田市）～富士吉田市道中央通り線交点（富士吉田市） 1.1
市町村道 - 甲府市道 和戸町竜王線 甲府市道 朝気通り交点（甲府市）～池添梅ヶ坪線交点（甲府市）［城東バイパス］ 0.2

- 富士吉田市道 新倉南線 国道137号交点（富士吉田市）～富士吉田市道中央通り線交点(富士吉田市) 0.9
- 富士吉田市道 中央通り線 富士吉田市道 新倉南線交点（富士吉田市）～山中湖忍野富士吉田線交点(富士吉田市) 0.8

計　21路線 711.6
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表 ５-3 山梨県緊急輸送道路指定路線一覧表（計画延長含まず） 

 
 

  

（第二次緊急輸送道路）

道路種別
路線
番号

路線名 起終点
延長
（㎞）

一般国道 20 国道20号 大月橋西詰（大月市）～大月インター入口交差点（大月市） 1.1
(指定区間) 139 国道139号（都留BP） 都留市道天神通り線 交点（都留市）～四日市場上野原線交点（都留市） 6.1

137 国道137号 国道139号交点（富士吉田市）～河口湖精進線交点（富士河口湖町） 7.3
139 国道139号 小和田猿橋線交点（大月市）～東京都境 24.7
140 国道140号 西関東連絡道路万力ランプ（山梨市）～西関東連絡道路岩手ランプ交点(山梨市) 4.4

300 国道300号
全線 （中之倉BP　現道部除く）
国道139号重用区間22.6km：国道138号交点(富士吉田市)～国道139号本栖交差点(富士河口湖町)

25.2

469 国道469号 富士川身延線交点(南部町)～国道52号交点(南部町) 0.5
主要地方道

3 甲府市川三郷線

国道20号交点（甲府市）～韮崎南アルプス中央線交点（中央市）〔昭和バイパス〕
甲府笛吹線交点（甲府市）～市川大門四丁目1801(市川三郷町）
国道140号交点～市川大門四丁目1801(市川三郷町）
国道140号重用区間3.5km：国道140号桃林橋南側交差点(中央市)
　～国道140号大正交差点東側交差点（市川三郷町)
国道20号重用区間0.8km：国道20号国母交差点(甲府市)～国道20号国母立体交差点(甲府市)

22.1

4 市川三郷富士川線
国道140号交点（市川三郷町）～市川三郷富士川線分岐(市川三郷町)　〔黒沢BP〕
市川三郷身延線交点(市川三郷町)～韮崎南アルプス富士川線交点(富士川町)

4.4

5 甲府南アルプス線 甲府昇仙峡線交点(甲府市)～韮崎南アルプス富士川線交点（南アルプス市） 10.2
6 甲府韮崎線 国道140号交点(甲府市)～茅野北杜韮崎線交点(韮崎市) 16.7

7 甲府昇仙峡線
平瀬浄水場(甲府市)～甲府南アルプス線交点(甲府市)
甲府韮崎線重用区間1.9km：甲府韮崎線交点(甲府市)～甲府韮崎線総合グランド入口交差点(甲府市)

8.2

9 市川三郷身延線

全線
市川三郷富士川線重用区間4.4km：市川大門四丁目1801(市川三郷町）
～市川三郷富士川線分岐(市川三郷町)
国道300号重用区間6.6km：国道300号交点(身延町)
～国道300号波高島トンネル西交差点(身延町)

22.9

10 富士川身延線
市川三郷身延線交点（身延町）～国道52号交点（南部町）（身延山ICアクセス含む）
国道469号重用区間0.5km：国道52号交点(南部町)～国道469号交点(南部町)

19.4

11 北杜富士見線 国道141号交点(北杜市)～長野県境 24.5

12 韮崎南アルプス中央線
国道20号交点(韮崎市)～甲府中央右左口線交点(中央市)
櫛形大橋東詰交差点(南アルプス市)～国道52号交点(南アルプス市)

28.2

17 茅野北杜韮崎線 北杜富士見線交点（北杜市）～甲府韮崎線交点(韮崎市) 24.2

18 上野原丹波山線
全線
国道139号重用区間3.2km：国道139号交点(小菅村)～大菩薩峠線交点（小菅村)

28.8

20 甲斐早川線
国道20号交点（甲斐市）～南アルプス市役所 芦安支所
韮崎南アルプス中央線重用区間0.3km：韮崎南アルプス中央線芦安入口交差点(南アルプス市)
～韮崎南アルプス中央線源交差点(南アルプス市)

12.8

21 河口湖精進線 国道137号交点（富士河口湖町）～国道139号交点（富士河口湖町） 16.3
22 甲府笛吹線 全線 7.6
23 韮崎増富線 国道141号交点（韮崎市）～北杜市役所 明野総合支所（北杜市） 4.7
24 都留道志線 全線 15.7

25 甲斐中央線
国道20号交点（甲斐市）～甲府市川三郷線交点（昭和町）　〔昭和バイパス〕
中下条交差点（甲斐市）～国道20号山県神社北交差点（甲斐市）

6.4

26 富士川南アルプス線 国道140号交点（南アルプス市）～韮崎南アルプス中央線交点（南アルプス市） 3.0
27 韮崎昇仙峡線 国道141号交点(韮崎市)～韮崎IC(韮崎市) 1.4
28 北杜八ヶ岳公園線 長沢小淵沢線交点(北杜市)～北杜富士見線交点(北杜市) 6.4
29 甲府中央右左口線 国道358号交点（甲府市）～甲府精進湖線交点（甲府市） 11.6
30 大月上野原線 談合坂サービスエリア線交点～野田尻四方津停車場線交点 1.3
31 甲府山梨線 国道411号交点（甲府市）～甲府韮崎線交点（甲府市） 1.3
32 長坂高根線 全線 7.5
33 上野原あきる野線 国道20号交点（上野原市）～上野原丹波山線交点（上野原市） 5.7

34 白井甲州線

国道140号交点（甲府市）～国道411号交点（甲州市）
国道411号塩山バイパス西広門田橋南交差点（甲州市）～西広門田交差点（甲州市）
狐川橋東交差点（笛吹市）～笛吹市道1-20号線交点（笛吹市）
塩山勝沼線交点（甲州市）～万力小屋敷線交点（甲州市）

19.4

35 四日市場上野原線
国道139号交点（都留市）～上野原市道田野入線交点（上野原市）
上野原市道田野入線交点（上野原市）～国道20号交点（上野原市）

26.4

36 笛吹市川三郷線 白井甲州線交点（笛吹市）～国道358号交点（甲府市） 19.6
37 南アルプス公園線 早川町本庁舎～国道52号交点（身延町） 10.5

38 塩山勝沼線
白井甲州線交点（甲州市）～国道411号交点（甲州市）
市道塩山バイパス交点（甲州市）～国道140号交点（甲州市）

3.9

39 今諏訪北村線 甲府南アルプス線交点（南アルプス市）～韮崎南アルプス富士川線交点（南アルプス市） 3.1
40 都留インター線 全線 0.6
41 須玉インター線 全線 0.1
42 韮崎南アルプス富士川線 国道52号(甲西道路)交点（富士川町）～今諏訪北村線交点（南アルプス市） 11.5

43 六郷インター線
中部自動車横断道交点（市川三郷町）～国道５２号交点（身延町）
市川三郷身延線重用区間0.6km：市川三郷身延線交点(市川三郷町)～市川三郷身延線峡南橋東詰交
差点（市川三郷町）

0.9

一般県道 104 天神平甲府線 甲府韮崎線交点（甲府市）～HANAZONOホスピタル（甲府市） 2.5
106 中下条甲府線 甲府韮崎線交点(甲斐市)～甲府韮崎線交点(甲府市) 4.5

113 甲府精進湖線
国道20号交点（甲府市）～甲府中央右左口線交点(甲府市)
国道358号重用区間2.8km：国道358号考古博物館東交差点（甲府市)
～国道358号甲府市右左口町(甲府市)

8.0

117 小瀬スポーツ公園線 全線 1.4
202 山梨市停車場線 山梨市駅東山梨線交点（山梨市）～国道411号交点（山梨市） 3.1
204 休息山梨線 国道411号交点（甲州市）～峡東 防災備蓄倉庫1（甲州市） 0.7
208 下神内川石和温泉停車場線 山梨市停車場線交点（山梨市）～一宮山梨線交点(笛吹市) 2.4
211 山梨笛吹線 国道411号交点（山梨市）～笛吹市道2-30号線交点（笛吹市） 2.5

216 万力小屋敷線
山梨市駅東山梨線交点（山梨市）～白井甲州線交点（甲州市）
西関東道路入口交差点（山梨市）～山梨市駅前交差点（山梨市）

3.8

一般国道
(指定区間外)
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表 ５-4 山梨県緊急輸送道路指定路線一覧表（計画延長含まず） 

 
 

  

（第二次緊急輸送道路）

道路種別
路線
番号

路線名 起終点
延長
（㎞）

一般県道 219 柳平塩山線 国道140号交点（山梨市）～山梨市立牧丘病院(山梨市) 0.6
302 石和温泉停車場線 国道411号線交点（笛吹市）～国道20号交点（笛吹市） 1.1
308 鶯宿上曽根線 国道358号交点（笛吹市）～藤垈石和線交点(笛吹市) 3.4

313 藤垈石和線
鶯宿上曽根線交点(笛吹市)～白井甲州線交点(笛吹市)
甲府笛吹線交点(笛吹市)～笛吹SIC交点(笛吹市)

2.5

314 一宮山梨線 国道411号交点(笛吹市)～下神内川石和温泉停車場線交点(笛吹市) 1.8
405 割子切石線 中富IC～国道52号交点 0.7
413 平林青柳線 富士川町本庁舎～韮崎南アルプス富士川線交点（富士川町） 0.4
415 湯之奥上之平線 国道300号交点（身延町）～しもべ病院(身延町) 0.7
505 小和田猿橋線 国道139号交点（大月市）～大月市道猿橋東町線交点（大月市） 3.9
507 野田尻四方津停車場線 国道20号交点～大月上野原線交点 3.9
606 台ヶ原長坂線 国道20号交点（北杜市）～茅野北杜韮崎線交点（北杜市） 5.3
608 長沢小淵沢線 国道141号交点（北杜市）～小荒間長坂停車場線交点（北杜市） 6.8
609 小荒間長坂停車場線 長坂高根線交点（北杜市）～長沢小淵沢線交点（北杜市） 3.1
611 日野春停車場線 横手日野春停車場線交点（北杜市）～国道141号交点（北杜市） 3.2
612 横手日野春停車場線 北杜市　武川総合支所（北杜市）～日野春停車場線交点（北杜市） 1.5
621 須玉中田線 国道141号交点(韮崎市)～塩川病院(北杜市) 1.4

707 富士河口湖富士線
国道137号交点(富士河口湖町)～富士北麓公園線交点(富士河口湖町)
国道139号重用区間1.4km重用：国道139号交点(富士河口湖町)
　～国道139号スバル立体交差点(富士河口湖町)

7.4

710 青木ヶ原船津線
国道137号交点（富士河口湖町）～河口湖精進線交点（富士川口湖町）
河口湖精進湖線重用区間1.7km：河口湖精進湖線交点(富士河口湖町)
　～富士河口湖町西潮三差路(富士河口湖町)

6.9

714 鳴沢富士河口湖線
国道139号交点（鳴沢村）～町道　小立勝山線交点（富士河口湖町）
勝山バイパス：富士河口湖富士線交点～鳴沢富士河口湖線交点

5.2

716 富士北麓公園線 富士河口湖富士線交点(富士河口湖町)～富士北麓公園(富士吉田市) 0.5
717 山中湖忍野富士吉田線 国道138号交点（山中湖村）～忍野村本庁舎（忍野村） 4.4
718 富士吉田西桂線 富士吉田西桂スマートIC～市道　小明見上暮地線交点 0.2
719 富士河口湖芦川線 河口湖精進線交点（富士河口湖町）～笛吹市川三郷線交点（笛吹市） 5.8

803 内船停車場線
全線
富士川身延線重用区間0.7km：富士川身延線内船駅前(南部町)
　～富士川身延線南部橋東三差路(南部町)

1.5

809 釜の口塩沢線 国道52号交点（南部町）～峡南・身延管理課 防災備蓄倉庫(南部町) 1.4
市町村道 - 甲府市道 小瀬町1号線 小瀬スポーツ公園線交点（甲府市）～甲府精進湖線交点（甲府市） 0.8

- 甲府市道 小瀬2号線 甲府精進湖線交点（甲府市）～国道358号交点（甲府市） 0.8
- 甲府市道 富士見中線 甲府山梨線交点（甲府市）～朝日荒川線交点（甲府市） 0.3
- 甲府市道 朝日荒川線 富士見中線交点（甲府市）～三味道村上線交点（市界） 2.9
- 富士吉田市道 小明見上暮地線 国道139号交点（富士吉田市）～富士吉田西桂線交点（富士吉田市） 0.3
- 富士吉田市道 農場線 富士吉田忍野SIC交点(富士吉田市)～小倉山中サス線交点（富士吉田市） 0.3
- 富士吉田市道 小倉山中サス線 農場線交点（富士吉田市）～道の駅線交点（富士吉田市） 0.4
- 富士吉田市道 道の駅線 全線　（小倉山中サス線交点～国道138号交点） 0.3
- 富士吉田市道　明見東通り線 国道138号交点（富士吉田市）～鐘山スポーツセンター前交差点（富士吉田市） 1.1
- 都留市道 天神通り線 国道139号交差点（都留市）～国道139号交点（都留PB）(都留市) 0.6
- 山梨市道 山梨市役所前通り線 国道140号交点（山梨市）～山梨市駅東山梨線交点（山梨市） 0.5
- 山梨市道 山梨市駅東山梨線 全線 2.5
- 山梨市道 富士塚通り線(農道DC02) 国道140号交点（山梨市）～フルーツライン(農道DC01)交点（山梨市） 1.8
- 山梨市道 フルーツライン(農道DC01) 富士塚通り線(農道DC02)交点（山梨市）～笛吹川フルーツ公園(山梨市) 0.8
- 大月市道 公園通り線 国道20号交点（大月市）～桂川ウエルネスパーク園路交点(大月市) 1.0
- 大月市道 猿橋東町線 国道20号交点（大月市）～県道小和田猿橋線交点(大月市) 0.2
- 南アルプス市道 若草1級1号 韮崎南アルプス中央線交点（南アルプス市）～南アルプス市役所 若草支所(南アルプス市) 0.5
- 南アルプス市道 櫛形７号線 甲府南アルプス線交点（南アルプス市）～南アルプス警察署南交差点(南アルプス市) 0.2
- 南アルプス市道 十五所７号線 南アルプス警察署南交差点(南アルプス市)～南アルプス市消防本部 0.6
- 甲斐市道 赤坂公園本線 国道20号交点（甲斐市）～赤坂台病院(甲斐市) 0.8
- 甲斐市道 三味道村上線 朝日荒川線交点（市界）～開発1号線交点(甲斐市) 1.0
- 甲斐市道 開発1号線 三味道村上線交点（市界）～滝坂希望ヶ丘線交点(甲斐市) 0.5
- 甲斐市道 滝坂希望ヶ丘線 開発1号線交点（甲斐市）～登美団地大屋敷線交点(甲斐市) 0.4
- 甲斐市道 登美団地大屋敷線 滝坂希望ヶ丘線交点（甲斐市）～大屋敷横町線交点(甲斐市) 0.9
- 甲斐市道 大屋敷横町線 登美団地大屋敷線交点（甲斐市）～甲府韮崎線交点（甲斐市） 0.3
- 甲斐市道 県道希望ヶ丘線 登美団地大屋敷線交点（甲斐市）～双葉SIC 0.3
- 笛吹市道 4015線 甲府笛吹線交点（笛吹市）～笛吹SIC交点(笛吹市) 0.2
- 笛吹市道 2-30号線 山梨笛吹線交点（笛吹市）～国道137号交点(笛吹市) 0.3
- 上野原市道 田野入線 四日市場上野原線交点（上野原市）～四日市場上野原線交点（上野原市） 1.9
- 上野原市道 談合坂サービスエリア線 談合坂ＳＩＣ交点（上野原市）～大月上野原線交点（上野原市） 1.2
- 甲州市道 上於曽81号線 〔塩山バイパス〕西広門田交差点（甲州市）～仲沢ガード南交差点（甲州市） 2.0
- 中央市道 2017号線 甲府市川三郷線交点（中央市）～中央市道1028号線交点（中央市) 0.9
- 市川三郷町道 大木法師倉線 甲府市川三郷線交点（富士川町）～大木川鳥線交点（市川三郷町） 1.3
- 市川三郷町道 大木川鳥線 大木法師倉線交点（市川三郷町）～山梨県県警ヘリ常駐地(市川三郷町) 0.5
- 南部町道 本郷柳島線 釜の口塩沢線交点（南部町）～南部町道谷津猿田橋線交点（南部町） 0.7
- 富士川町道 青柳横通り線 韮崎南アルプス富士川線交点（富士川町）～国道52号交点（富士川町） 0.5
- 昭和町道281号 甲斐中央線交点（昭和町）～丸市倉庫(株)GDC22 0.8
- 忍野村道 58号北富士新線 山中湖村道 山中52号線交点（忍野村）～陸上自衛隊 北富士駐屯地（忍野村） 0.6
- 山中湖村道 山中52号線 国道138号交点（山中湖村）～忍野村道 58号北富士新線交点（忍野村） 0.1
- 富士河口湖町道 小立勝山線 鳴沢富士河口湖線交点（富士河口湖町）～小海交差点（富士河口湖町） 0.6
- 富士河口湖町道 0191富士ヶ嶺1号線 国道139号交点（富士河口湖町）～富士河口湖町　上九一色出張所(富士河口湖町) 3.3

計　116路線 614.1
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＜優先防災拠点の考え方＞ 

なお、上記の目標は啓開ルート全体の道路啓開完了を目指すものであり、被災状況や

病院の受け入れ体制、避難所の開設状況に応じて、災害対策本部にて啓開ルートの優先

順位を決定し、新たな情報や状況の変化に応じて、適宜ルートの見直しを図ります。 

 

表 ５-5 優先防災拠点 

  

整理番号 機能・役割
山梨県防災
拠点整備基

本構想

空路
(離着陸場)

拠点番号 接続

1 ○ ○   1  第一次※

2   2  第一次※

3   3  第一次

4 ○   68 74 79 第一次※

5 ○   69 75 80 第二次

6 ○   70  第二次

7 ○   73 82 第一次

8 ○   76 81 第二次

9 ○   77  第二次

10 ○   110  第二次

11 ○ ○   111  第一次

12 ○ ○   112  第二次※

13 ○ ○   113  第二次

14 ○ ○   114  第二次

15 ○ ○   115  第二次

16 ○ ○   117  第二次※

17 ○ ○   118  第二次※

18 ○ ○   119  第一次※

19 ○   120  第二次

20 ○ ○   121  第二次※

21 ○   122  第一次※

22 訓練・普及、救助要員集結・派遣機能 ○ ○   116  第二次

23 輸送中継 ○   123  第一次

24 基幹災害拠点病院 県立中央病院   160  第二次

25 基幹災害支援病院 山梨赤十字病院   212  第一次

26 山梨大学医学部附属病院 ○   163  第一次

27 市立甲府病院 ○   164  第一次

28 山梨厚生病院   185  第二次

29 笛吹中央病院   187  第一次

30 富士川病院   197  第一次

31 白根徳洲会病院   205  第二次

32 韮崎市立病院   206  第二次※

33 富士吉田市立病院 ○   211  第一次

34 大月市立中央病院   213  第二次

35 都留市立病院   214  第二次

36 甲府地区広域行政事務組合消防本部   240  第一次※

37 都留市消防本部   241  第一次

38 富士五湖広域行政事務組合富士五湖消防本部   242  第二次※

39 大月市消防本部   243  第二次

40 峡北広域行政事務組合消防本部   244  第一次

41 笛吹市消防本部   245  第二次※

42 峡南広域行政組合消防本部   246  第二次

43 東山梨行政事務組合東山梨消防本部 ○   247  第二次※

44 上野原市消防本部   248  第一次

45 南アルプス市消防本部   249  第二次※

46 甲府中央消防署   250  第二次

47 河口湖消防署   251  第二次

48 中部消防署   252  第一次※

49 北杜消防署   253  第二次※

50 甲府西消防署   254  第二次※

51 八田消防署   255  第二次※

52 山梨消防署   256  第二次

53 大月消防署丹波山出張所   257  第二次

54 大月消防署小菅出張所   258  第二次

55 中部消防署南分署   259  第一次※

施設

防災安全センター／消防学校

消防防災航空基地

アイメッセ山梨

小瀬スポーツ公園

山梨県警ヘリ常駐地(山梨県警察航空隊)

富士吉田市本庁舎

甲府市本庁舎

韮崎中央公園

富士北麓公園

櫛形総合公園

富士川クラフトパーク

緑が丘スポーツ公園

笛吹川フルーツ公園

曽根丘陵公園

桂川ウェルネスパーク

地域災害拠点病院

消防本部・消防署

県庁

北巨摩合同庁舎

物資備蓄

東山梨合同庁舎

南巨摩合同庁舎

西八代合同庁舎

南都留合同庁舎

富士吉田合同庁舎

医療

救急

ヘリポート（常駐地）

県庁所在地、地方中心都市等

救助要員集結・派遣機能

道の駅富士川

『山梨県緊急輸送道路ネットワーク計画』に位置づけられている防災拠点の中から、『第

１次緊急輸送道路で連絡すべき拠点』『山梨県防災拠点整備基本構想に掲げられている防

災拠点』、『ヘリポート（常駐地）』、『基幹災害拠点病院、基幹災害支援病院、地域災害拠

点病院』、『消防本部・消防署』の計 55 拠点を「優先防災拠点」として選定します。 

※緊急輸送道路に直接面している 

注）空路（離着陸場）は、山梨県地域防災計画に記載されている「場外離着陸場」及び「緊急離着陸場」 

：第１次緊急輸送道路で連絡すべき拠点     ：優先防災拠点 
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合
同

庁
舎

第
二

次

7
0

峡
南

建
設

事
務

所
市

川
三

郷
町

高
田

1
1
1
-
1

優
先

防
災

拠
点

、
西

八
代

合
同

庁
舎

第
二

次

7
1

峡
南

建
設

事
務

所
 
身

延
支

所
身

延
町

梅
平

2
4
8
3
-
3
0

第
二

次

7
2

富
士

・
東

部
建

設
事

務
所

大
月

市
大

月
町

花
咲

1
6
0
8
-
3

第
二

次

7
3

富
士

・
東

部
建

設
事

務
所

　
吉

田
支

所
富

士
吉

田
市

上
吉

田
1
-
2
-
5

優
先

防
災

拠
点

、
富

士
吉

田
合

同
庁

舎
第

一
次

地
域

県
民

セ
ン

タ
ー

7
4

中
北

地
域

県
民

セ
ン

タ
ー

韮
崎

市
本

町
4
-
2
-
4

優
先

防
災

拠
点

、
北

巨
摩

合
同

庁
舎

第
一

次
※

7
5

峡
東

地
域

県
民

セ
ン

タ
ー

甲
州

市
塩

山
上

塩
後

1
2
3
9
-
1

優
先

防
災

拠
点

、
東

山
梨

合
同

庁
舎

第
二

次

7
6

峡
南

地
域

県
民

セ
ン

タ
ー

富
士

川
町

鰍
沢

7
7
1
-
2

優
先

防
災

拠
点

、
南

巨
摩

合
同

庁
舎

第
二

次

7
7

富
士

・
東

部
地

域
県

民
セ

ン
タ

ー
都

留
市

田
原

2
-
1
3
-
4
3

優
先

防
災

拠
点

、
南

都
留

合
同

庁
舎

第
二

次

保
健

事
務

所
7
8

甲
府

市
保

健
所

甲
府

市
相

生
2
-
1
7
-
1

第
一

次

7
9

中
北

保
健

福
祉

事
務

所
　

峡
北

支
所

韮
崎

市
本

町
4
-
2
-
4

優
先

防
災

拠
点

、
北

巨
摩

合
同

庁
舎

第
一

次
※

8
0

峡
東

保
健

福
祉

事
務

所
山

梨
市

下
井

尻
1
2
6
-
1

優
先

防
災

拠
点

、
東

山
梨

合
同

庁
舎

第
二

次

8
1

峡
南

保
健

福
祉

事
務

所
富

士
川

町
鰍

沢
7
7
1
-
2

優
先

防
災

拠
点

、
南

巨
摩

合
同

庁
舎

第
二

次

8
2

富
士

・
東

部
保

健
福

祉
事

務
所

富
士

吉
田

市
上

吉
田

1
-
2
-
5

優
先

防
災

拠
点

、
富

士
吉

田
合

同
庁

舎
第

一
次

指
定

行
政

機
関

／
国

土
交

通
省

8
3

国
土

交
通

省
甲

府
河

川
国

道
事

務
所

甲
府

市
緑

が
丘

1
-
1
0
-
1

第
二

次

指
定

地
方

公
共

機
関

日
本

郵
便

(
株

)
8
4

甲
府

中
央

郵
便

局
甲

府
市

太
田

町
6
-
1
0
 
 

第
一

次

高
速

道
路

(
株

)
8
5

中
日

本
高

速
道

路
㈱

甲
府

保
全

・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
昭

和
町

西
条

2
8
5
8

第
一

次
※

8
6

中
日

本
高

速
道

路
㈱

大
月

保
全

・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
大

月
市

大
月

町
花

咲
2
2
3
 
 

第
一

次
※

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

管
理

者
8
7

N
T
T
東

日
本

㈱
山

梨
支

店
甲

府
市

朝
気

3
-
2
1
-
1
5

第
二

次
※

8
8

㈱
N
T
T
ド

コ
モ

山
梨

支
店

甲
府

市
丸

の
内

2
-
3
1
-
3

第
一

次
※

8
9

東
京

電
力

パ
ワ

ー
グ

リ
ッ

ド
㈱

山
梨

総
支

社
甲

府
市

丸
の

内
1
-
1
0
-
7

第
二

次

9
0

東
京

ガ
ス

山
梨

㈱
甲

府
市

北
口

3
-
1
-
1
2

第
二

次

9
1

吉
田

ガ
ス

㈱
富

士
吉

田
市

下
吉

田
6
-
5
-
1

第
一

次

9
2

(
一

社
)
山

梨
県

L
P
ガ

ス
協

会
甲

府
市

宝
1
-
2
1
-
2
0

第
二

次
※

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

(
浄

水
場

)
9
3

平
瀬

浄
水

場
甲

府
市

平
瀬

町
4
3
7
-
3

第
二

次
※

9
4

昭
和

浄
水

場
昭

和
町

西
条

1
4
1
3

第
二

次
9
5

上
野

原
浄

水
場

上
野

原
市

上
野

原
3
4
0
5

第
一

次
9
6

滝
下

浄
水

場
都

留
市

田
原

4
-
6

第
二

次
9
7

田
野

倉
浄

水
場

都
留

市
田

野
倉

1
2
5

第
一

次
9
8

駒
場

浄
水

場
南

ア
ル

プ
ス

市
有

野
2
5
2
5

第
二

次
※

9
9

丸
山

配
水

池
富

士
河

口
湖

町
船

津
第

一
次

1
0
0

鐘
山

配
水

場
富

士
吉

田
市

忍
野

村
忍

草
臼

久
保

3
1
8
8
外

第
一

次
※

鉄
道

関
係

管
理

者
1
0
1

東
日

本
旅

客
鉄

道
㈱

甲
府

地
区

セ
ン

タ
ー

甲
府

市
丸

の
内

1
-
1
-
8

第
二

次
※

1
0
2

山
梨

交
通

㈱
甲

府
市

飯
田

3
-
2
-
3
4
 
 

第
二

次
※

1
0
3

富
士

急
行

㈱
富

士
吉

田
市

新
西

原
5
-
2
-
1
 
 

第
二

次
※

放
送

局
各

本
社

・
支

社
1
0
4

日
本

放
送

協
会

甲
府

放
送

局
甲

府
市

丸
の

内
1
-
1
-
2
0

第
二

次

1
0
5

㈱
山

梨
放

送
甲

府
市

北
口

2
-
6
-
1
0
 

第
二

次

1
0
6

㈱
テ

レ
ビ

山
梨

甲
府

市
湯

田
2
-
1
3
-
1

第
二

次

1
0
7

㈱
エ

フ
エ

ム
富

士
甲

府
市

川
田

町
ア

リ
ア

1
0
5
 

第
一

次

そ
の

他
公

共
機

関
1
0
8

日
本

赤
十

字
社

山
梨

県
支

部
甲

府
市

池
田

1
-
6
-
1
 
 

第
二

次

自
衛

隊
自

衛
隊

基
地

1
0
9

陸
上

自
衛

隊
北

富
士

駐
屯

地
忍

野
村

忍
草

3
0
9
3

第
二

次
※

救
援

物
資

等
の

備
蓄

ヘ
リ

ポ
ー

ト
1
1
0

山
梨

県
警

ヘ
リ

常
駐

地
(
山

梨
県

警
察

航
空

隊
)

市
川

三
郷

町
黒

沢
5
3
7
5

優
先

防
災

拠
点

第
二

次

拠
点

又
は

集
積

拠
点

1
1
1

山
梨

県
防

災
ヘ

リ
常

駐
地

甲
斐

市
宇

津
谷

4
4
5
-
1

優
先

防
災

拠
点

、
消

防
防

災
航

空
基

地
第

一
次

防
災

拠
点

拠
点

番
号

施
　

設
　

名
　

称
住

　
所

接
続

備
考

表
 
５

-
7

 
防
災
拠
点
一
覧
表

 

※
緊
急
輸
送
道
路
に
直
接
面
し
て
い
る

 
：
第
１
次
緊
急
輸
送
道
路
で
連
絡
す
べ
き
拠
点

 
 

 
 

 
：
優
先
防
災
拠
点
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救
援

物
資

等
の

備
蓄

拠
点

又
は

集
積

拠
点

活
動

拠
点

1
1
2

小
瀬

ス
ポ

ー
ツ

公
園

甲
府

市
小

瀬
町

8
4
0

優
先

防
災

拠
点

、
南

海
ト

ラ
フ

地
震

緊
急

輸
送

ル
ー

ト
の

目
的

地
第

二
次

※

1
1
3

富
士

北
麓

公
園

富
士

吉
田

市
上

吉
田

立
石

5
0
0
0

優
先

防
災

拠
点

第
二

次

1
1
4

櫛
形

総
合

公
園

南
ア

ル
プ

ス
市

桃
園

1
6
0
0

優
先

防
災

拠
点

第
二

次

1
1
5

富
士

川
ク

ラ
フ

ト
パ

ー
ク

身
延

町
下

山
1
5
9
7

優
先

防
災

拠
点

第
二

次

1
1
6

山
梨

県
立

防
災

安
全

セ
ン

タ
ー

中
央

市
今

福
9
9
1

優
先

防
災

拠
点

第
二

次

1
1
7

緑
が

丘
ス

ポ
ー

ツ
公

園
甲

府
市

緑
が

丘
2
-
8
-
2

優
先

防
災

拠
点

第
二

次
※

1
1
8

笛
吹

川
フ

ル
ー

ツ
公

園
山

梨
市

江
曽

原
1
4
8
8

優
先

防
災

拠
点

第
二

次
※

1
1
9

曽
根

丘
陵

公
園

甲
府

市
下

向
山

町
1
2
7
1

優
先

防
災

拠
点

第
一

次
※

1
2
0

桂
川

ウ
ェ

ル
ネ

ス
パ

ー
ク

大
月

市
富

浜
町

鳥
沢

8
4
3
8

優
先

防
災

拠
点

第
二

次

1
2
1

韮
崎

中
央

公
園

韮
崎

市
藤

井
町

北
下

條
2
5
3
1

優
先

防
災

拠
点

第
二

次
※

1
2
2

道
の

駅
富

士
川

富
士

川
町

青
柳

町
1
6
5
5
-
3

優
先

防
災

拠
点

、
防

災
道

の
駅

第
一

次
※

物
流

拠
点

（
備

蓄
倉

庫
）

1
2
3

ア
イ

メ
ッ

セ
山

梨
甲

府
市

大
津

町
2
1
9
2
-
8

優
先

防
災

拠
点

第
一

次

1
2
4

山
梨

中
央

ロ
ジ

パ
ー

ク
中

央
市

成
島

5
7
0
-
7

第
二

次

医
薬

品
供

給
機

関
1
2
5

（
一

社
）

山
梨

県
薬

剤
師

会
甲

府
市

富
士

見
1
-
2
-
4

第
二

次

1
2
6

中
央

市
山

之
神

流
通

団
地

3
-
7
-
3

第
二

次

1
2
7

中
央

市
山

之
神

流
通

団
地

北
2

第
二

次

1
2
8

山
梨

県
医

療
機

器
販

売
業

協
会

中
央

市
山

之
神

流
通

団
地

北
5

第
二

次

1
2
9

日
本

産
業

医
療

ガ
ス

協
会

山
梨

県
支

部
南

ア
ル

プ
ス

市
下

今
諏

訪
4
2
3

第
二

次

中
心

都
市

鉄
道

駅
前

広
場

1
3
0

甲
府

駅
甲

府
市

第
一

次
※

1
3
1

富
士

山
駅

富
士

吉
田

市
第

二
次

※

1
3
2

身
延

駅
身

延
町

第
二

次
※

復
旧

資
材

等
の

備
蓄

県
防

災
備

蓄
倉

庫
1
3
3

中
北

防
災

備
蓄

倉
庫

1
中

央
市

一
町

畑
第

二
次

拠
点

又
は

集
積

拠
点

1
3
4

中
北

防
災

備
蓄

倉
庫

2
南

ア
ル

プ
ス

市
野

牛
島

第
二

次
※

1
3
5

中
北

・
峡

北
支

所
 防

災
備

蓄
倉

庫
韮

崎
市

大
草

町
若

尾
字

本
滝

1
6
4
-
1

第
一

次
1
3
6

峡
東

 防
災

備
蓄

倉
庫

1
甲

州
市

勝
沼

町
山

字
北

河
原

6
8
-
1
外

第
二

次
1
3
7

峡
東

 防
災

備
蓄

倉
庫

2
笛

吹
市

八
代

町
米

倉
字

大
佛

塚
4
6
6
-
1

第
二

次
1
3
8

峡
南

 防
災

備
蓄

倉
庫

市
川

三
郷

町
高

田
2
8
0
3

第
二

次
※

1
3
9

峡
南

・
身

延
支

所
 防

災
備

蓄
倉

庫
南

部
町

南
部

字
矢

崎
1
8
0
9

第
二

次
※

1
4
0

富
士

東
部

 防
災

備
蓄

倉
庫

1
都

留
市

与
縄

字
高

柳
7
6
3

第
二

次
※

1
4
1

富
士

東
部

 防
災

備
蓄

倉
庫

2
上

野
原

市
鶴

島
字

駒
門

第
二

次
※

1
4
2

富
士

東
部

 吉
田

支
所

 防
災

備
蓄

倉
庫

富
士

河
口

湖
町

河
口

1
8
0
6
-
1

第
二

次
物

資
拠

点
物

流
セ

ン
タ

ー
・

倉
庫

1
4
3

有
限

会
社

宮
田

倉
庫

1
号

倉
庫

甲
府

市
徳

行
4
丁

目
1
1
番

地
1

第
二

次
※

1
4
4

有
限

会
社

宮
田

倉
庫

南
ア

ル
プ

ス
物

流
セ

ン
タ

ー
南

ア
ル

プ
ス

市
野

牛
島

2
5
7
8
-
1

第
一

次
1
4
5

日
本

通
運

（
株

）
山

梨
支

店
山

梨
タ

ー
ミ

ナ
ル

昭
和

町
築

地
新

居
8
4
7
-
1

第
二

次
1
4
6

丸
市

倉
庫

（
株

）
Ｇ

Ｄ
Ｃ

２
２

昭
和

町
築

地
新

居
2
0
0
0
-
5

第
二

次
※

1
4
7

丸
市

倉
庫

（
株

）
2
0
号

物
流

セ
ン

タ
ー

北
杜

市
武

川
町

三
吹

1
5
0
3
-
1

第
一

次
※

1
4
8

甲
府

倉
庫

（
株

）
甲

府
市

青
葉

町
1
6
-
4

第
二

次
1
4
9

鈴
与

（
株

）
甲

信
支

店
甲

府
物

流
セ

ン
タ

ー
南

ア
ル

プ
ス

市
大

師
8
7
7
-
1

第
一

次
1
5
0

山
梨

通
運

(
株

)
境

川
倉

庫
笛

吹
市

境
川

町
大

坪
1
3
0
0
-
1

第
二

次
1
5
1

県
南

運
輸

(
株

)
本

郷
倉

庫
南

部
町

本
郷

1
0
0
0
6

第
二

次
1
5
2

小
林

倉
庫

有
限

会
社

富
士

川
町

青
柳

町
1
1
9
8

第
二

次
※

1
5
3

富
岳

通
運

(
株

)
上

野
原

営
業

所
上

野
原

市
上

野
原

9
6
4

第
二

次
※

1
5
4

富
岳

通
運

(
株

)
都

留
支

店
都

留
市

小
形

山
2
-
2

第
一

次
1
5
5

富
岳

通
運

(
株

)
富

士
吉

田
倉

庫
忍

野
村

忍
草

2
5
6
9
-
2
0

第
二

次
1
5
6

都
留

貨
物

自
動

車
(
株

)
本

社
富

士
吉

田
市

下
吉

田
6
-
2
-
1

第
一

次
1
5
7

都
留

貨
物

自
動

車
(
株

)
上

暮
地

物
流

セ
ン

タ
ー

富
士

吉
田

市
上

暮
地

1
-
1
8
-
2
7

第
一

次
※

再
掲

山
梨

中
央

ロ
ジ

パ
ー

ク
中

央
市

成
島

5
7
0
-
7

災
害

時
に

お
け

る
施

設
使

用
等

に
関

す
る

協
定

（
富

岳
通

運
）

第
二

次

油
槽

所
油

槽
所

1
5
8

E
N
E
O
S
株

式
会

社
甲

府
油

槽
所

甲
斐

市
竜

王
新

町
5
0
6
-
1

南
海

ト
ラ

フ
地

震
緊

急
輸

送
ル

ー
ト

の
目

的
地

第
一

次

災
害

医
療

拠
点

国
立

病
院

1
5
9

甲
府

病
院

甲
府

市
天

神
町

1
1
-
3
5
 
 

第
二

次
※

県
立

病
院

1
6
0

山
梨

県
立

中
央

病
院

甲
府

市
富

士
見

1
-
1
-
1
 
 

優
先

防
災

拠
点

、
基

幹
災

害
拠

点
病

院
第

二
次

1
6
1

山
梨

県
立

あ
け

ぼ
の

医
療

福
祉

セ
ン

タ
ー

韮
崎

市
旭

町
上

條
南

割
3
2
5
1
-
1

第
二

次
※

1
6
2

山
梨

県
立

北
病

院
韮

崎
市

旭
町

上
條

南
割

3
3
1
4
-
1
3
 
 

第
二

次
※

医
療

救
援

施
設

1
6
3

山
梨

大
学

医
学

部
附

属
病

院
中

央
市

下
河

東
1
1
1
0
 
 

優
先

防
災

拠
点

、
地

域
災

害
拠

点
病

院
第

一
次

1
6
4

市
立

甲
府

病
院

甲
府

市
増

坪
町

3
6
6
 
 

優
先

防
災

拠
点

、
地

域
災

害
拠

点
病

院
第

一
次

山
梨

県
医

薬
品

卸
協

同
組

合

災
害

発
生

時
等

の
物

資
の

保
管

等
に

関
す

る
協

定
書

（
倉

庫
協

会
）

防
災

拠
点

拠
点

番
号

施
　

設
　

名
　

称
住

　
所

接
続

災
害

発
生

時
等

の
物

資
の

保
管

等
に

関
す

る
協

定
書

（
富

岳
通

運
・

都
留

貨
物

自
動

車
）

備
考

表
 
５

-
8

 
防
災
拠
点
一
覧
表

 

※
緊
急
輸
送
道
路
に
直
接
面
し
て
い
る

 
：
第
１
次
緊
急
輸
送
道
路
で
連
絡
す
べ
き
拠
点

 
 

 
 

 
：
優
先
防
災
拠
点
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災
害

医
療

拠
点

医
療

救
援

施
設

1
6
5

山
梨

病
院

甲
府

市
朝

日
3
-
1
1
-
1
6

第
二

次

1
6
6

山
角

病
院

甲
府

市
美

咲
1
-
6
-
1
0
 
 

第
二

次

1
6
7

武
川

病
院

昭
和

町
飯

喰
1
2
7
7
 
 

第
二

次

1
6
8

貢
川

整
形

外
科

病
院

甲
府

市
新

田
町

1
0
-
2
6
 
 

第
一

次

1
6
9

湯
村

温
泉

病
院

甲
府

市
湯

村
3
-
3
-
4
 
 

第
二

次

1
7
0

甲
府

城
南

病
院

甲
府

市
上

町
7
5
3
-
1
 
 

第
二

次

1
7
1

赤
坂

台
病

院
甲

斐
市

竜
王

新
町

2
1
5
0
 
 

第
二

次

1
7
2

竜
王

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
甲

斐
市

万
才

2
8
7
 
 

第
一

次

1
7
3

城
東

病
院

甲
府

市
城

東
4
-
1
3
-
1
5
 
 

第
一

次

1
7
4

甲
府

脳
神

経
外

科
病

院
甲

府
市

酒
折

1
-
1
6
-
1
8
 
 

第
一

次

1
7
5

甲
府

共
立

病
院

甲
府

市
宝

1
-
9
-
1
 
 

第
二

次

1
7
6

住
吉

病
院

甲
府

市
住

吉
4
-
1
0
-
3
2
 
 

第
一

次

1
7
7

H
A
N
A
Z
O
N
O
ホ

ス
ピ

タ
ル

甲
府

市
和

田
町

2
9
6
8
 
 

第
二

次
※

1
7
8

三
枝

病
院

甲
斐

市
竜

王
新

町
1
4
4
0
 
 

第
一

次

1
7
9

恵
信

甲
府

病
院

甲
府

市
上

阿
原

町
3
3
8
-
1

第
一

次

1
8
0

恵
信

梨
北

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
甲

斐
市

岩
森

1
1
1
1
 
 

第
二

次

1
8
1

山
梨

市
立

牧
丘

病
院

山
梨

市
牧

丘
町

窪
平

3
0
2
-
2
 
 

第
二

次

1
8
2

甲
州

市
立

勝
沼

病
院

甲
州

市
勝

沼
町

勝
沼

9
5
0
 
 

第
二

次

1
8
3

加
納

岩
総

合
病

院
山

梨
市

上
神

内
川

1
3
0
9
 
 

第
二

次
※

1
8
4

日
下

部
記

念
病

院
山

梨
市

上
神

内
川

1
3
6
3
 
 

第
二

次

1
8
5

山
梨

厚
生

病
院

山
梨

市
落

合
8
6
0
 
 

優
先

防
災

拠
点

、
地

域
災

害
拠

点
病

院
第

二
次

1
8
6

塩
山

市
民

病
院

甲
州

市
塩

山
西

広
門

田
4
3
3
-
1
 
 

第
二

次

1
8
7

笛
吹

中
央

病
院

笛
吹

市
石

和
町

四
日

市
場

4
7
-
1

優
先

防
災

拠
点

、
地

域
災

害
拠

点
病

院
第

一
次

1
8
8

石
和

温
泉

病
院

笛
吹

市
石

和
町

八
田

3
3
0
-
5
 
 

第
一

次

1
8
9

甲
州

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
笛

吹
市

石
和

町
四

日
市

場
2
0
3
1
-
2
5
 
 

第
一

次

1
9
0

一
宮

温
泉

病
院

笛
吹

市
一

宮
町

坪
井

1
7
4
5
 
 

第
一

次

1
9
1

石
和

共
立

病
院

笛
吹

市
石

和
町

広
瀬

6
2
3
 
 

第
一

次

1
9
2

山
梨

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
笛

吹
市

春
日

居
町

小
松

8
5
5
 
 

第
二

次
※

1
9
3

春
日

居
サ

イ
バ

ー
ナ

イ
フ

・
リ

ハ
ビ

リ
病

院
笛

吹
市

春
日

居
町

国
府

4
3
6
 
 

第
二

次

1
9
4

富
士

温
泉

病
院

笛
吹

市
春

日
居

町
小

松
1
1
7
7
 
 

第
二

次

1
9
5

飯
富

病
院

身
延

町
飯

富
1
6
2
8
 
 

第
一

次
※

1
9
6

市
川

三
郷

病
院

市
川

三
郷

町
市

川
大

門
4
2
8
-
1
 
 

第
二

次

1
9
7

富
士

川
病

院
富

士
川

町
鰍

沢
3
4
0
-
1

優
先

防
災

拠
点

、
地

域
災

害
拠

点
病

院
第

一
次

1
9
8

し
も

べ
病

院
身

延
町

下
部

1
0
6
3
 
 

第
二

次
※

1
9
9

峡
南

病
院

富
士

川
町

鰍
沢

1
8
0
6

第
二

次
※

2
0
0

身
延

山
病

院
身

延
町

梅
平

2
4
8
3
-
1
6
7

第
二

次

2
0
1

峡
西

病
院

南
ア

ル
プ

ス
市

下
宮

地
4
2
1
 
 

第
二

次

2
0
2

宮
川

病
院

南
ア

ル
プ

ス
市

上
今

諏
訪

1
7
5
0
 
 

第
二

次
※

2
0
3

巨
摩

共
立

病
院

南
ア

ル
プ

ス
市

桃
園

3
4
0

第
二

次

2
0
4

高
原

病
院

南
ア

ル
プ

ス
市

荊
沢

2
5
5
 
 

第
二

次

2
0
5

白
根

徳
洲

会
病

院
南

ア
ル

プ
ス

市
西

野
2
2
9
4
-
2
 
 

優
先

防
災

拠
点

、
地

域
災

害
拠

点
病

院
第

二
次

2
0
6

韮
崎

市
立

病
院

韮
崎

市
本

町
3
-
5
-
3
 
 

優
先

防
災

拠
点

、
地

域
災

害
拠

点
病

院
第

二
次

※

2
0
7

北
杜

市
立

甲
陽

病
院

北
杜

市
長

坂
町

大
八

田
3
9
5
4
 
 

第
二

次
※

2
0
8

北
杜

市
立

塩
川

病
院

北
杜

市
須

玉
町

藤
田

7
7
3
 
 

第
二

次
※

2
0
9

韮
崎

東
ヶ

丘
病

院
韮

崎
市

穂
坂

町
宮

久
保

1
2
1
6
 
 

第
二

次
※

2
1
0

恵
信

韮
崎

相
互

病
院

韮
崎

市
一

ツ
谷

1
8
6
5
-
1
 

第
一

次
※

2
1
1

富
士

吉
田

市
立

病
院

富
士

吉
田

市
上

吉
田

東
7
-
1
1
-
1

優
先

防
災

拠
点

、
地

域
災

害
拠

点
病

院
第

一
次

2
1
2

山
梨

赤
十

字
病

院
富

士
河

口
湖

町
船

津
6
6
6
3
-
1
 
 

優
先

防
災

拠
点

、
基

幹
災

害
支

援
病

院
第

一
次

2
1
3

大
月

市
立

中
央

病
院

大
月

市
大

月
町

花
咲

1
2
2
5
 
 

優
先

防
災

拠
点

、
地

域
災

害
拠

点
病

院
第

二
次

2
1
4

都
留

市
立

病
院

都
留

市
つ

る
5
-
1
-
5
5
 
 

優
先

防
災

拠
点

、
地

域
災

害
拠

点
病

院
第

二
次

2
1
5

上
野

原
市

立
病

院
上

野
原

市
上

野
原

3
5
0
4
-
3
 

第
二

次

2
1
6

回
生

堂
病

院
都

留
市

四
日

市
場

2
7
0
 
 

第
一

次

2
1
7

三
生

会
病

院
上

野
原

市
上

野
原

1
1
8
5
 
 

第
一

次

2
1
8

ツ
ル

虎
ノ

門
外

科
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院

都
留

市
四

日
市

場
1
8
8
 
 

第
一

次

救
急

医
療

機
関

2
1
9

今
井

整
形

外
科

医
院

甲
府

市
上

阿
原

町
1
1
5
1

第
一

次
※

2
2
0

箭
本

外
科

整
形

外
科

医
院

甲
府

市
北

口
3
-
1
-
1

第
二

次

2
2
1

太
田

整
形

外
科

医
院

昭
和

町
清

水
新

居
4
9
8

第
一

次

2
2
2

青
沼

整
形

外
科

南
ア

ル
プ

ス
市

小
笠

原
1
6
1
1
-
1

第
二

次

2
2
3

東
桂

メ
デ

ィ
カ

ル
ク

リ
ニ

ッ
ク

都
留

市
十

日
市

場
9
5
8
-
1

第
一

次

防
災

拠
点

拠
点

番
号

施
　

設
　

名
　

称
住

　
所

接
続

備
考

表
 
５

-
9

 
防
災
拠
点
一
覧
表

 

※
緊
急
輸
送
道
路
に
直
接
面
し
て
い
る

 
：
第
１
次
緊
急
輸
送
道
路
で
連
絡
す
べ
き
拠
点

 
 

 
 

 
：
優
先
防
災
拠
点
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警
察

警
察

署
2
2
4

山
梨

県
警

察
本

部
甲

府
市

丸
の

内
1
丁

目
6
-
1

第
一

次
※

2
2
5

甲
府

警
察

署
 
 

甲
府

市
中

央
1
-
1
0
-
1
 
 

第
一

次
※

2
2
6

南
甲

府
警

察
署

甲
府

市
中

小
河

原
町

4
0
4
-
1
 
 

第
一

次
※

2
2
7

南
ア

ル
プ

ス
警

察
署

南
ア

ル
プ

ス
市

十
五

所
7
5
9
-
2

第
二

次
※

2
2
8

甲
斐

警
察

署
甲

斐
市

志
田

6
7
0

第
一

次
※

2
2
9

北
杜

警
察

署
北

杜
市

長
坂

町
長

坂
上

条
2
5
7
5
-
7
9
 
 

第
二

次
※

2
3
0

鰍
沢

警
察

署
富

士
川

町
最

勝
寺

1
3
0
6
 
 

第
二

次

2
3
1

鰍
沢

警
察

署
市

川
分

庁
舎

市
川

三
郷

町
市

川
大

門
5
8
0
-
3

第
二

次

2
3
2

南
部

警
察

署
南

部
町

南
部

9
3
3
5
-
1

第
二

次
※

2
3
3

笛
吹

警
察

署
笛

吹
市

石
和

町
市

部
5
5
5
 
 

第
一

次

2
3
4

日
下

部
警

察
署

山
梨

市
北

2
6
1
 
 

第
二

次
※

2
3
5

日
下

部
警

察
署

塩
山

分
庁

舎
甲

州
市

塩
山

熊
野

1
0
5

第
二

次
※

2
3
6

富
士

吉
田

警
察

署
富

士
吉

田
市

旭
1
-
5
-
1

第
一

次

2
3
7

大
月

警
察

署
大

月
市

大
月

町
真

木
1
9
7
-
3
 
 

第
一

次
※

2
3
8

大
月

警
察

署
都

留
分

庁
舎

都
留

市
下

谷
三

丁
目

2
-
1
8

第
一

次

2
3
9

上
野

原
警

察
署

上
野

原
市

上
野

原
3
8
1
9

第
一

次
※

消
防

消
防

本
部

・
消

防
署

2
4
0

甲
府

地
区

広
域

行
政

事
務

組
合

消
防

本
部

甲
府

市
伊

勢
3
-
8
-
2
3
 
 

優
先

防
災

拠
点

第
一

次
※

2
4
1

都
留

市
消

防
本

部
都

留
市

上
谷

2
-
2
-
9
 
 

優
先

防
災

拠
点

第
一

次

2
4
2

富
士

五
湖

広
域

行
政

事
務

組
合

富
士

五
湖

消
防

本
部

富
士

吉
田

市
松

山
5
-
1
0
-
1
3

優
先

防
災

拠
点

第
二

次
※

2
4
3

大
月

市
消

防
本

部
大

月
市

大
月

町
花

咲
1
6
0
8
-
1
9

優
先

防
災

拠
点

第
二

次

2
4
4

峡
北

広
域

行
政

事
務

組
合

消
防

本
部

韮
崎

市
本

町
4
-
8
-
3
6

優
先

防
災

拠
点

第
一

次

2
4
5

笛
吹

市
消

防
本

部
笛

吹
市

石
和

町
下

平
井

2
0
4
 
 

優
先

防
災

拠
点

第
二

次
※

2
4
6

峡
南

広
域

行
政

組
合

消
防

本
部

市
川

三
郷

町
下

大
鳥

居
2
7

優
先

防
災

拠
点

第
二

次

2
4
7

東
山

梨
行

政
事

務
組

合
東

山
梨

消
防

本
部

甲
州

市
塩

山
西

広
門

田
3
8
5

優
先

防
災

拠
点

第
二

次
※

2
4
8

上
野

原
市

消
防

本
部

上
野

原
市

松
留

5
1
4
-
8

優
先

防
災

拠
点

第
一

次

2
4
9

南
ア

ル
プ

ス
市

消
防

本
部

南
ア

ル
プ

ス
市

十
五

所
1
0
1
4

優
先

防
災

拠
点

第
二

次
※

2
5
0

甲
府

中
央

消
防

署
甲

府
市

丸
の

内
1
-
1
-
1
9

優
先

防
災

拠
点

第
二

次

2
5
1

河
口

湖
消

防
署

富
士

河
口

湖
町

船
津

1
7
4
5
  

優
先

防
災

拠
点

第
二

次

2
5
2

中
部

消
防

署
身

延
町

下
山

2
3
1
-
5
2

優
先

防
災

拠
点

第
一

次
※

2
5
3

北
杜

消
防

署
北

杜
市

長
坂

町
大

八
田

6
8
1
1
-
1
8
 

優
先

防
災

拠
点

第
二

次
※

2
5
4

甲
府

西
消

防
署

甲
斐

市
竜

王
3
3
1
4
-
1
  

優
先

防
災

拠
点

第
二

次
※

2
5
5

八
田

消
防

署
南

ア
ル

プ
ス

市
六

科
1
1
0
7
-
6
0
  

優
先

防
災

拠
点

第
二

次
※

2
5
6

山
梨

消
防

署
山

梨
市

小
原

西
1
0
0
-
1

優
先

防
災

拠
点

第
二

次

2
5
7

大
月

消
防

署
丹

波
山

出
張

所
丹

波
山

村
8
7
1
-
1

優
先

防
災

拠
点

第
二

次

2
5
8

大
月

消
防

署
小

菅
出

張
所

小
菅

村
小

菅
3
3
8
4
  

優
先

防
災

拠
点

第
二

次

2
5
9

中
部

消
防

署
南

分
署

南
部

町
楮

根
2
8
9
0
-
1
  

優
先

防
災

拠
点

第
一

次
※

道
の

駅
道

の
駅

2
6
0

道
の

駅
つ

る
都

留
市

大
原

8
8

第
一

次

2
6
1

道
の

駅
ど

う
し

道
志

村
下

中
山

9
7
4
5

第
一

次

2
6
2

道
の

駅
こ

す
げ

小
菅

村
3
4
4
5
番

地
第

二
次

2
6
3

道
の

駅
 
花

か
げ

の
郷

ま
き

お
か

山
梨

市
牧

丘
町

室
伏

2
1
2
0

第
一

次
※

2
6
4

道
の

駅
 
富

士
吉

田
富

士
吉

田
市

新
屋

3
-
7
-
3

第
二

次
※

2
6
5

道
の

駅
 
南

き
よ

さ
と

北
杜

市
高

根
町

長
澤

7
6
0

第
一

次
※

2
6
6

道
の

駅
 
と

み
ざ

わ
南

部
町

福
士

2
8
5
0
7
-
1

第
一

次
※

2
6
7

道
の

駅
 
み

と
み

山
梨

市
三

富
川

浦
1
8
2
2
-
1

第
一

次
※

2
6
8

道
の

駅
 
は

く
し

ゅ
う

北
杜

市
白

州
町

白
須

1
3
0
8

第
一

次
※

2
6
9

道
の

駅
 
こ

ぶ
ち

ざ
わ

北
杜

市
小

淵
沢

町
2
9
6
8
-
1

第
二

次
※

2
7
0

道
の

駅
 
に

ら
さ

き
韮

崎
市

中
田

町
中

條
1
7
9
5

第
一

次
※

2
7
1

道
の

駅
 
し

も
べ

身
延

町
古

関
4
3
2
1

第
二

次
※

2
7
2

道
の

駅
 
な

る
さ

わ
鳴

沢
村

鳴
沢

8
5
3
2
-
6
3

第
一

次

2
7
3

道
の

駅
 
と

よ
と

み
中

央
市

浅
利

1
0
1
0
-
1

第
一

次
※

2
7
4

道
の

駅
 
か

つ
や

ま
富

士
河

口
湖

町
勝

山
3
7
5
8
-
1

第
二

次
※

2
7
5

道
の

駅
 
甲

斐
大

和
甲

州
市

大
和

町
初

鹿
野

2
2
4
8

第
一

次
※

2
7
6

道
の

駅
 
た

ば
や

ま
丹

波
山

村
2
9
0
1

第
一

次

2
7
7

道
の

駅
 
し

ら
ね

南
ア

ル
プ

ス
市

在
家

塚
5
9
5
-
1

第
一

次
※

2
7
8

道
の

駅
 
み

の
ぶ

身
延

町
下

山
1
5
9
7

第
二

次

2
7
9

道
の

駅
 
な

ん
ぶ

南
部

町
中

野
3
0
3
4
-
1

第
一

次
※

再
掲

道
の

駅
富

士
川

富
士

川
町

青
柳

町
1
6
5
5
-
3

優
先

防
災

拠
点

、
防

災
道

の
駅

第
一

次
※

防
災

拠
点

拠
点

番
号

施
　

設
　

名
　

称
住

　
所

接
続

備
考

表
 ５

-
1

0
 
防
災
拠
点
一
覧
表

 

※
緊
急
輸
送
道
路
に
直
接
面
し
て
い
る

 
：
第
１
次
緊
急
輸
送
道
路
で
連
絡
す
べ
き
拠
点

 
 

 
 

 
：
優
先
防
災
拠
点
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対
象
施
設

第
1次

第
2次

第
一
次

第
二
次

地
方
公
共
団
体

都
道
府
県
庁
等
の
所
在
地

県
庁
舎

●
山
梨
県
庁

1
1

0

各
部

道
路
管
理
者
等
事
務
所

○
○

中
北
建
設
事
務
所
他
6

7
3

4

中
北
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
他
3

4
1

3

災
害
医
療
拠
点

保
健
事
務
所

○
○

中
北
保
険
福
祉
事
務
所
他
4

5
3

2

地
方
生
活
圏
中
心
都
市
の
役
場
等
の
所
在
地

市
町
村
庁
舎

●
甲
府
市
、
富
士
吉
田
市

2
2

0

市
町
村
役
場
の
所
在
地

市
町
村
庁
舎

○
○

1
1
市
、
8町

、
6
村

25
11

14

市
町
村
庁
舎
・
支
所

○
○

3
4
箇
所

34
6

28

市
町
村
庁
舎
・
出
張
所

○
○

4
箇
所

4
1

3

指
定
行
政
機
関
／

指
定
地
方
行
政
機
関

道
路
管
理
者
（
国
土
交
通
省
関
係
庁
舎
）
の
所
在
地

国
土
交
通
省

○
○

国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事
務
所

1
0

1

指
定
公
共
機
関
／

そ
の
他
庁
舎
の
所
在
地

日
本
郵
便
(
株
)

○
○

甲
府
中
央
郵
便
局

1
1

0

指
定
地
方
公
共
機
関

高
速
道
路
(
株
)
の
所
在
地

高
速
道
路
(
株
)

○
○

甲
府
保
全
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
大
月
保
全
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

2
2

0

電
話
、
電
気
、
ｶ
ﾞ
ｽ等

ﾗｲ
ﾌ
ﾗｲ
ﾝ
管
理
者
の
所
在
地

○
○

電
話
2
、
電
気
1
、
ガ
ス
3

6
2

4

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設

主
要
浄
水
施
設

○
○

浄
水
施
設
8
箇
所

8
4

4

鉄
道
関
係
管
理
者
の
所
在
地

各
本
社
・
支
社

○
○

東
日
本
旅
客
鉄
道
(株

)甲
府
地
区
セ
ン
タ
ー

山
梨
交
通
(
株
)
、
富
士
急
行
(
株
)

3
0

3

放
送
局
の
所
在
地

各
本
社
・
支
社

○
○

N
H
K甲

府
放
送
局
他
3
箇
所

4
1

3

そ
の
他
の
所
在
地
（
日
赤
関
連
）

各
本
社
・
支
社

○
○

日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支
部

1
0

1

自
　
衛
　
隊

自
衛
隊
基
地
の
庁
舎
の
所
在
地

自
衛
隊
基
地

○
○

陸
上
自
衛
隊
北
富
士
駐
屯
地

1
0

1

救
援
物
資
等
の
備
蓄
拠
点

ヘ
リ
ポ
ー
ト

ヘ
リ
ポ
ー
ト
（
常
駐
地
）

○
○

山
梨
県
警
ヘ
リ
常
駐
地
、
山
梨
県
防
災
ヘ
リ
常
駐
地

2
1

1

又
は
集
積
拠
点

中
心
都
市
鉄
道
駅
前
広
場

駅
前
広
場

○
○

甲
府
駅
、
富
士
山
駅
、
身
延
駅

3
1

2

活
動
拠
点

主
要
公
園
等

○
○

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
他
10

11
2

9

物
流
拠
点

備
蓄
倉
庫

○
○

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
、
山
梨
中
央
ロ
ジ
パ
ー
ク

2
1

1

医
薬
品
供
給
機
関

○
○

5
箇
所

5
0

5

復
旧
資
材
等
の
備
蓄
拠
点

又
は
集
積
拠
点

防
災
備
蓄
倉
庫

県
防
災
備
蓄
倉
庫

○
○

1
0
箇
所

10
1

9

物
資
拠
点

物
流
セ
ン
タ
ー
・倉
庫

民
間
協
定
倉
庫

○
○

1
6
箇
所

16
6

9

油
槽
所

油
槽
所

○
○

E
N
EO
S
株
式
会
社
甲
府
油
槽
所

1
1

0

災
害
医
療
拠
点

総
合
病
院
等

主
要
病
院

○
○

国
立
病
院
1
、
県
立
病
院
3
、
医
療
救
援
施
設
5
6
、
救
急
医
療
機
関
5

65
25

40

警
　
察

警
察
署

警
察
署
、
分
庁
舎

○
○

警
察
本
部
1
、
警
察
署
12
、
警
察
署
分
庁
舎
3
箇
所

16
9

7

消
　
防

消
防
本
部
、
消
防
署

消
防
本
部
、
消
防
署

○
○

消
防
本
部
1
0
、
消
防
署
10
箇
所

20
6

14

道
の
駅

道
の
駅

○
○

2
1
箇
所

21
14

6

合
計
※

27
9

10
5

17
4

●
　
：　
必
ず
そ
の
区
分
に
接
続
　
　
○
　
：
　
ど
ち
ら
か
の
区
分
に
接
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
重
複
を
除
く

接
続

施
　
設
　
の
　
種
　
類

接
続
す

べ
き

ﾈｯ
ﾄ
ﾜｰ
ｸ
拠
点

名
　
　
称

箇
所
数

表
 
５

-
1

1
 
防
災
拠
点
の
種
類
と
箇
所
数
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（３）優先啓開ルートの選定 
道路啓開の段階設定及び目標は、以下に示すとおりです（再掲）。 

 

STEP１：最優先啓開ルート・・・第１次緊急輸送道路 

STEP２：優先啓開ルート・・・・県内の優先防災拠点までを結ぶルート 

STEP３：啓開ルート・・・・・・県内の防災拠点までを結ぶルート 

→発災 72 時間を目途に道路啓開完了を目標 

 

 

『山梨県緊急輸送道路ネットワーク計画』に位置づけられている緊急輸送道路をベー

スに、各 STEP に該当する防災拠点を結ぶルートを選定します。 

また、必要に応じて、陸路だけでなく空路を活用したアクセスルートの確保にも努め

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５-12 優先啓開ルートの選定 

 

 

山梨県緊急輸送道路ネットワーク

計画では、防災拠点と緊急輸送道路

との距離が概ね 500m 程度の場合

は、連絡しているものとされている

ことから、道路啓開マップでは、指

定外道路（第２次緊急輸送道路と同

等扱い）を示す。 

  

 
出典：山梨県緊急輸送道路ネットワーク計画  

STEP1：最優先啓開ルート
 第1次緊急輸送道路

中央自動車道西宮線、中央自動車道富士吉田線、中部横断自動車道、東富士五
湖道路、国道20号、国道52号、国道52号(甲西道路)、国道138号、国道139
号、国道137号、国道139号、国道140号、国道141号、国道358号、国道
411号、国道413号、甲府韮崎線、韮崎南アルプス中央線、甲府中央右左口線
、山中湖忍野富士吉田線、甲府市道 和戸町竜王線、富士吉田市道 新倉南線、富
士吉田市道 中央通り線 計21路線（延長711.6ｋｍ）
【優先防災拠点】
・県庁所在地、地方中心都市等

発
災

３日
(72h)

STEP2：優先啓開ルート
 県内の優先防災拠点までを結ぶルート

【優先防災拠点】
・山梨県防災拠点整備基本構想に掲げている防災拠点
・ヘリポート（常駐地）
・基幹災害拠点病院、基幹災害支援病院、地域災害拠点病院
・消防本部・消防署

STEP0：平時の準備
 対象路線や防災拠点の優先順位を決定

ＳＴＥＰ０

STEP3：啓開ルート
 県内各地の防災拠点までを結ぶルート

・上記以外の防災拠点を結ぶルート

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１ Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
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図 ５-13 山梨県緊急輸送道路ネットワーク計画図 
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦ ⑧

⑨

⑩
⑪

図
 ５

-
1

4
 
山
梨
県
道
路
啓
開
マ
ッ
プ

 
図
割
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関係機関との連絡体制 
道路啓開を実施するにあたり、平時（発災前）から関係機関の連携体制を構築するこ

とが重要です。 

啓開作業を迅速かつ効率的に展開するため、関係機関の連絡手段や連絡方法について

事前に確認・調整を行うこととします。 

また、電気、通信、上下水道、ガス等のライフラインの復旧支援に当たる関係機関・事

業者とも連携を図ることとします。 

 

 
 

図 ５-26 関係機関との連絡体制 
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連携
公安委員会
（警察本部）

道路啓開作業の指揮
道路啓開作業の進捗把握

県土整備部
（道路管理課）

指
示

報
告

指
示

報
告

連携

情報共有

情報共有

県土整備部
災害対策本部

その他部局
災害対策本部

指
示

報
告

番号 通信手段 番号 通信手段 番号 通信手段 番号 通信手段

県災害対策本部 055-000-0000 電話回線 00-000-00
防災行政

無線
000-0000-0000

衛星携帯
電話

xxxxxxx@xxxx メール

公安委員会
（警察本部）

県土整備部
災害対策本部
その他部局
災害対策本部

その他関係部局

地方連絡本部 建設事務所・支所

県民センター

関東地方整備局
甲府河川国道事務所

NEXCO中日本

市町村道路管理者

自衛隊

警察署

消防機関

電気事業者

通信事業者

ライフライン（上下水道、ガス）

山梨県建設業協会
山梨県建設業協会地区協会

住　　所
災害時（優先３）災害時（優先２）災害時（優先１）通常時

関係機関・所属

防災局
（防災危機管理課）

県土整備部
（道路管理課）
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人員・資機材 
発災後、迅速に道路啓開活動を開始できるように、職員の初動体制だけでなく、関係

機関（各道路管理者、災害協定締結団体等）との初動発動を事前に決めておくことが重

要です。また、災害時に資機材を確保するため、予め資機材の保有者と保有場所を把握

します。 

 

（１）人員等 
■勤務時間外大規模地震発生時の初動体制 

（震度６弱以上の大規模地震が県内で発生した時） 

山梨県地域防災計画では、勤務時間外の大規模地震発生時の初動体制が定められて

います。 

 

 
出典：山梨県地域防災計画 第３編 地震編の内容を一部修正 

 

図 ５-28 勤務時間外の大規模地震発生時の初動体制  

大規模地震発生

気象台より地震情報
(防災情報提供システム)

県 庁 宿 直 室
(地震情報を確認)

防災危機管理課職員
参集ｼｽﾃﾑ呼出又はﾃﾚﾋﾞ・ﾗｼﾞｵによる覚知

登 庁 防災危機管理課長

無線連絡（防災危機管理課長による）

知事・副知事 防災局長 秘書課長 県警察本部

①災害対策本部の設置指示
②消防防災ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ出動指示

「あかふじ」の出動知事上空偵察

①被災状況の確認
②自衛隊に災害派遣要請

防災行政無線で陸上自衛隊東部方面特
科連隊に連絡

災害対策本部員、班長等登庁

災害対策本部員会議

① 地震情報・災害状況の報告
② 応急対策指示
③ 国・都道府県への応急要請指示

→衛星通信ﾈｯﾄﾜｰｸによる応援要請
④ 現地災害対策本部の設置検討

→現地災害対策本部員の氏名
⑤ 災害救助法の適用指示
⑥ 緊急輸送路の確保指示

市

町

村

出

先

機

関

消

防

団

体

外

部

団

体

防災行政無線
初動体制職員

参集ｼｽﾃﾑ呼出又は
ﾃﾚﾋﾞ・ﾗｼﾞｵによる覚知

初動体制職員等登庁

②

各
部
局
等
と
連
絡
調
整

①

情
報
収
集
業
務
開
始

地方連絡本部からの
災害一時情報の報告

災害情報の報告

災害対策本部員登庁
初動体制職員の解職
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■道路管理者及び災害協定締結団体（建設業協会） 

震度６弱以上の地震発生時には、道路管理者と災害協定締結団体（建設業協会）

が連携して、道路啓開（緊急）調査を行うこととします。 

道路啓開活動に携わる災害協定締結団体に対しては、道路管理者以外の者が啓開

作業に関わる際に必要となる身分証明書について、あらかじめ道路管理者から交付

を受けることとします。 

また、山梨県内のみで対応できない災害が発生した場合は、「震災時等の相互応援

に関する協定（関東地方知事会協定）」「神奈川県・山梨県土木部の災害相互応援に

関する確認書」「東京～山梨・長野 交通強靱化プロジェクト」等に基づき、他の都県

への応援要請を行うこととします。 

 
 

図 ５-29 道路啓開（緊急）調査のフロー 

 

表 ５-30 災害協定締結状況 

 

  

災害発生

道路啓開（緊急）調査の実施

災害協定締結団体
（山梨県建設業協会、山梨県建設業協会地区協会）

②要請
道
路
管
理
者

①緊急調査状況、
被災情報を報告

震度６弱以上発生

協定名 協定先 所管課 締結日 対　象

災害時における

応急対策業務に関する

基本協定書

山梨県建設業協会 県土整備総務課
平成30年

8月1日

山梨県が管理する

道路、河川、治山、林道等の

応急対策業務

災害時における

応急対策業務に関する

細目協定書

山梨県建設業協会

（地区協会）
各事務所

令和5年

4月1日

「応急業務に関する基本協定」

第5条に基づく細目協定

災害時の

広域応援業務に関する

協定書

山梨県建設業協会 県土整備総務課
令和5年

4月1日

山梨県が所有する

公共施設の応急復旧業務

における広域応援

災害時における

調査・設計等の

応急対策業務に関する

協定書

山梨県測量設計業協会

山梨県建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会
技術管理課

令和4年

3月25日

災害を受けた山梨県の所管する

公共土木施設の調査、設計業務

災害時における設計等の

応急対策業務に関する

協定書

山梨県建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会

関東支部
技術管理課

令和4年

3月25日

「災害時における調査・設計等の

応急対策業務に関する協定書」に

基づく支援要請の結果、対応が

困難な場合における設計等の

応急対策業務

災害時における

道路標識等の

安全確保に関する

協定書

全国道路標識・標示協会

関東支部山梨県協会
道路管理課

令和元年

8月28日

災害を受けた山梨県の所管する

道路標識等の点検、応急対策業務
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（２）資機材 
災害協定締結団体（建設業協会）は、道路啓開作業に必要となる資機材の保有状況を

あらかじめ確認し、災害発生時に速やかに搬出できる体制を構築することが必要です。 

主に確認しておく必要がある資機材は、想定される被害に対応するために必要な資材

や建設用機械等の機材を対象とします。 

 

①事前準備 

■道路管理者及び災害協定締結団体（建設業協会） 

道路管理者及び災害協定締結団体（建設業協会）は、迅速かつ効率的な道路啓開

作業を行うために必要となる資機材（表 ５-31 参照）について、あらかじめ定めた

資機材保管場所に、平時から十分な量を備蓄しておきます。また、レンタル建機を

含め、可能な範囲で機材の所在地（保管場所）を把握し、迅速に使用できるよう準備

しておきます。 

事前に準備した資機材の種類・数量や配置場所等については、関係者間で情報共

有を図ることとします。 

 

②災害発生時の参集および資機材の確認 

■災害協定締結団体（建設業協会） 

災害発生時には、災害対策本部および地方連絡本部からの要請を受けて、あらか

じめ定めた資機材保管場所に速やかに参集します。 

重機や車両の動作確認、燃料残量の確認を行ったうえで、使用可能な資機材の状

況について災害対策本部または地方連絡本部に報告を行います。 

また、資機材の不足が生じる場合は、災害対策本部または地方連絡本部を通じて、

他地域からの支援を要請します。 
 

表 ５-31 被害想定項目別の必要資機材 

被害想定項目 被害内容 必要資材 必要機材 

①盛土・法面 

の崩壊 

盛土・法面の崩壊 土のう、大型土のう、袋詰

め玉石、土砂、砕石、H 型

鋼、敷鉄板、覆工板、ブル

ーシート、セーフティコ

ーン、看板、バリケード 

バックホウ、ブルドーザー、重

機運搬車、ダンプトラック、ユ

ニック車、パトロール車 

②橋梁部の 

段差 

ジョイント部の 

段差 

土のう、袋詰め玉石、コル

ゲートパイプ、H 型鋼、敷

鉄板、覆工板、セーフティ

コーン、看板、バリケード 

バックホウ、重機運搬車、ダン

プトラック、ユニック車、パト

ロール車 

③建物の倒壊 地震動による 

沿線建物の倒壊 

セーフティコーン、看板、

バリケード 

バックホウ、ブルドーザー、重

機運搬車、ダンプトラック、ユ

ニック車、パトロール車 

④液状化・ 

路面の段差 

地盤の液状化に 

よる路面の段差 

土のう、袋詰め玉石、土

砂、砕石、敷鉄板、覆工板、

セーフティコーン、看板、

バリケード 

バックホウ、ブルドーザー、重

機運搬車、ダンプトラック、ユ

ニック車、パトロール車 

⑤道路付属物、 

電柱※の倒壊 

揺れや液状化に 

よる道路付属物 

や電柱※の倒壊 

セーフティコーン、看板、

バリケード 

バックホウ、ブルドーザー、重

機運搬車、ダンプトラック、ユ

ニック車、パトロール車 

⑥放置車両 事故や立ち往生 

による車両の放置 

H 型鋼、ワイヤー、セーフ

ティコーン、看板、バリケ

ード 

レッカー車、ホイールローダ

ー、フォークリフト、重機運搬

車、ユニック車、パトロール車 

※電柱の倒壊に対しては、道路管理者と電気事業者・通信事業者が相互に協力・連携して啓開作業

を行います。 
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（３）道路啓開拠点 
道路啓開作業の展開に当たっては、啓開作業班や応援部隊が被災地に向かう際の中継

地点として、集結スペースや休息環境、資機材の保管、関係機関との通信が可能な「道

路啓開拠点」の確保が必要です。 

道路啓開拠点に求められる機能としては、「ベースキャンプ機能」「後方支援機能」が

挙げられます。 

 

ベースキャンプ機能 

・啓開作業班や応援部隊の集結スペース 

 
出典：「道の駅」の防災機能の一層の強化（国土交通省道路局） 

 

・休息環境（トイレ、水道等） 

 
出典：「道の駅」の防災機能の一層の強化（国土交通省道路局） 

後方支援機能 

・資機材の保管 

 
出典：「道の駅」の防災機能強化について（国土交通省道路局） 

 

・通信機能 

 
出典：災害発生時における自治体支援（国土交通省関東地方整備局） 

 

図 ５-32 道路啓開拠点に求められる機能 
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訓練の実施 
計画の実効性を高めるため、実践的な訓練を通じ、道路啓開の関係者が大規模災害発

生後に、何を、どのタイミングで、何に留意して行うか、といった具体的な行動につい

て習熟しておくことは重要です。したがって、平時から大規模災害の発生を想定した各

種訓練を関係機関の連携・協力の下に定期的に実施し、現場対応力の向上を図ります。 

また、訓練で得られた知見や課題などを踏まえ、計画及び訓練の内容・方法について

必要な見直しを行います。（ＰＤＣＡサイクル） 

 

表 ５-33 道路啓開訓練の方法や内容 

方法 目的 内容 

図上訓練 

大規模災害の発生を想定して、関

係機関の連携・協力の下に、道路

被災情報の共有、優先啓開ルート

設定の手順の確認を行う。 

・道路被災状況の報告、共有、集約 

・優先啓開ルートの設定、調整、決定 

・作業班の体制確認、割り当て、出動要

請 等 

実働訓練 

大規模災害の発生を想定して、関

係機関の連携・協力の下に、道路

啓開作業の手順の確認と習熟を

図る。 

・放置車両の移動 

・倒壊電柱の処理・移動 

・がれきの撤去 

・道路段差の復旧 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５-34 図上訓練 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５-35 実働訓練  

車両の移動 がれきの撤去 

被災情報の収集 被害状況のとりまとめ 
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図 ５-36 道路啓開計画の見直し（ＰＤＣＡサイクル） 

 

〇山梨県地域防災計画
〇山梨県道路啓開計画
・被害想定
・道路啓開の基本方針
・タイムライン
・被害情報の収集及び関係機関との情報共有
・優先啓開ルート設定 等

Ｐ

〇図上訓練（個別地震を想定）
・道路被害情報の収集、共有方法の確認
・優先啓開ルート設定、調整、決定手順の確認
・関係機関との連携の確認
・対策本部の機能、役割の確認 等

〇実動訓練（個別地震・被害項目を想定）
・災害対策基本法に基づく区間指定、通知、周知
・道路啓開の実働
・関係機関との連携
・車両移動の確認
・資機材の確認 等

Ｄ

課題を抽出し
フィードバック

Ａ

Ｃ
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参集・応急体制の確立 

（１）活動項目 

参集・応急体制の確立については、以下を活動項目とします。 

 

（２）関係機関 

関係機関は以下のとおりです。 

図 ６-1 参集・応急体制の確立  

山 梨 県

自衛隊通信手段確 

気象庁
甲府地方気象台

 震 津 情報

【②地震情報の収集】

【③通信手段の確保】

連
絡

確
認

山梨県建設業協会

山梨県建設業協会地区協会 通信手段確 

通信手段確 

【③通信手段の確保】

山 梨 県

その他関係部局

県災害対策本部

全体の被災状況の把握
関係部局への指示
関係機関との調整

防災局
（防災危機管理課）

協力
公安委員会
（警察本部）

道路啓開作業の指揮
道路啓開作業の進捗把握

県土整備部
（道路管理課）

連
絡

確
認

協力

県土整備部
災害対策本部

その他部局
災害対策本部

連
絡

確
認

各建設事務所
・支所

県民センター

連絡
調整

地方連絡本部

協力

連
絡

確
認

関東地方整備局
甲府河川国道事務所
NEXCO中日本
消防機関
電気事業者
通信業者

通信手段確 

市町村道路管理者
各警察署

通信手段確 

【①参集・設置】

【①参集・設置】

①参集・災害対策本部設置 

②地震情報の収集 

③通信手段の確保 

■県災害対策本部（防災局(防災危機管理課)、公安委員会(警察本部)） 

■県土整備部災害対策本部（県土整備部(道路管理課)） 

■その他部局災害対策本部（その他関係部局） 

■地方連絡本部（各建設事務所・支所、県民センター） 

■気象庁甲府地方気象台  ■自衛隊 

■関東地方整備局、甲府河川国道事務所、NEXCO 中日本、消防機関、電気事業者、通

信事業者 

■市町村道路管理者、各警察署 

■山梨県建設業協会、山梨県建設業協会地区協会 
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（３）活動内容 

活動内容は以下のとおりです。 

 

①参集・災害対策本部設置 

地震発生時の配備態勢は震度階級により異なります。 

 

図 ６-2 災害発生時の配備態勢 

 

■職員の応援 

災害応急対策の実施にあたり、職員が不足するときは、部、班等相互に応援を行

います。 

 

②地震情報の収集 

気象庁や甲府地方気象台等から収集した情報を踏まえ、地震・津波の発生や警報等 

の発令状況を把握します。 

  

【災害警戒本部配備態勢】
・注意報等配備態勢の対応に加えて、事態の推移に伴い、

速やかに災害対策本部に移行できるようにする。

県内で震度５弱または強を観測

県内で震度４を観測

【注意報等配備態勢】
・災害関連情報の収集活動を主として行い、必要に応じて
関係施設の調査点検を行う。

県内で震度６弱以上を観測

全員参集

災害対策
本部設置

【災害対策本部配備態勢】
・緊急輸送道路等の所管施設における

被害状況の確認と機能確保

地震発生
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③通信手段の確保 

防災関係機関は、災害時には公衆電気通信設備を優先的に使用できるほか、他の機関

の通信設備も利用できるが、平常時から災害時における多ルートの通信の確保に努める

ものとします。 

一般回線が途絶した場合には、防災無線や衛星携帯電話等を用いることで通信手段の

確保を検討します。 

 

■県と関係機関との通信手段 

関係機関 通信手段 

消防庁 消防防災無線 

国土交通省 国土交通省無線 

内閣府 中央防災無線 

他都道府県 防災行政無線 

合同庁舎・事務所・各市町村 防災行政無線 

防災関連機関 260MHZ デジタル無線 
 

〇県と国及び他都道府県との通信手段 

・ 県庁と消防庁とは消防防災無線、国土交通省とは国土交通省無線、内閣府とは中央防災無線

により通信手段を確保している。 

・ 災害時には、これらの回線を利用して、消防庁、国土交通省及び内閣府との情報交換を行う。 

・ また、自治体衛星通信機構の通信衛星「スーパーバード」を使用した衛星回線でも消防庁及

び他都道府県との通信が可能である。 

〇県と県内防災関係機関との通信 

・ 県庁と合同庁舎及び単独事務所とは、地上回線、衛星回線により通信手段を確保している。 

・ 県庁と各市町村は、地上回線、衛星回線により通信手段を確保している。 

・ また、防災関係機関(山梨県防災行政無線回線構成図に示す機関)へも 260MHZ デジタル無

線を使用し通信を確保している。 

・ 災害時には、これらの回線を利用して災害情報等を交換する。 

・ さらに、県本部と災害現地との情報通信手段として、可搬型衛星地球局を搭載した移動無線

車を配備し回線の確保を図る。 

○県と関係機関との通信 

・ 県庁、合同庁舎及び単独事務所と関係機関とは、地上回線により通信手段を確保している。 

・ また、関係機関(山梨県防災行政無線回線構成図に示す機関)は 260MHZ デジタル無線を使

用し通信を確保している。 

・ 災害時には、これらの回線を利用して災害情報等を交換する。 

〇ＮＴＴの措置 

・ 災害発生時の非常事態又は緊急事態に、防災関係機関等が、救援、交通、通信、電力の確保、

復旧や秩序維持のために必要な事項を内容とする通話を、災害時優先電話からダイヤルする

ことにより、優先的に通信を利用することができる。 

・ 災害時の緊急通信を確保するため、一般の問い合わせ、見舞等の通話を制限し、県本部、警

察、消防、病院等の通信を優先する措置をとる。 

・ 各事業所に可搬式移動無線機を設置し、緊急電話に備える。 

・ 長時間停電に備え、各事業所に予備発動機をはじめ、移動用電源車、携帯用発電機等を配備

し、通信の中断のないよう措置する。 

 

山梨県地域防災計画（第３編 地震編）の内容に一部加筆   

 

■一般回線以外の通信手段確保例 

衛星携帯電話、防災無線、携帯メール、SMS(ショートメッセージサービス)、 

SNS(ソーシャルネットワーキングサービス)、移動基地局の派遣 等 
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７．被災情報の収集および共有 

（１）活動項目 

被災情報の収集および共有については、以下を活動項目とします。 

 

（２）関係機関 

関係機関は以下のとおりです。 

 
 

図 ７-1 被災情報の収集および共有 

  

山 梨 県

連
携

各建設事務所
・支所

その他関係部局

県民センター

連絡
調整

関東地方整備局
甲府河川国道事務所
NEXCO中日本
消防機関
電気事業者
通信事業者

自衛隊

市町村道路管理者
各警察署

県災害対策本部

地方連絡本部

協力

連絡山梨県建設業協会

山梨県建設業協会地区協会

協定

協定

全体の被災状況の把握
関係部局への指示
関係機関との調整

防災局
（防災危機管理課）

公安委員会
（警察本部）

道路啓開作業の指揮
道路啓開作業の進捗把握

県土整備部
（道路管理課）

連
絡

報
告

 害情報共有、相互提供

県土整備部
災害対策本部

その他部局
災害対策本部

【②被災情報の共有】

情報共有
相互提供

集約・情報の共有

【②被災情報の共有】

 害情報共有
相互提供

【①緊急調査による被災状況確認】

【①緊急調査による被災状況確認】

①緊急調査による被災状況確認 

②被災情報の共有 

■県災害対策本部（防災局(防災危機管理課)、公安委員会(警察本部)） 

■県土整備部災害対策本部（県土整備部(道路管理課)） 

■その他部局災害対策本部（その他関係部局） 

■地方連絡本部（各建設事務所・支所、県民センター） 

■自衛隊 

■関東地方整備局、甲府河川国道事務所、NEXCO 中日本、消防機関、電気事業者、通

信事業者 

■市町村道路管理者、各警察署 

■山梨県建設業協会、山梨県建設業協会地区協会 
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（３）活動内容 

活動内容は以下のとおりです。 
 

①緊急調査による被災状況確認 

各道路管理者において緊急調査（道路パトロール、消防防災ヘリコプター等）を行い、

被災情報を共有します。 

 

■関係機関 

各防災関係機関で、可能な限りの手段を講じて、災害情報を収集・整理します。 

特に、地震被害の規模を早期に把握するために必要な緊急災害情報については、

迅速に行うように努めます。 

 

消防防災ヘリコプターによる緊急災害情報の収集 

災害の状況に応じて消防防災ヘリコプターを出動させ、被害情報の収集を行う

とともに、市町村等からの要請に対応できる体制を整えます。また、必要により、

長野県・新潟県・群馬県、及び静岡県、並びに埼玉県との「消防防災ヘリコプタ

ーの運行不能期間等における相互応援協定」に基づく応援を受けるものとします。 

 

出典：山梨県地域防災計画 第３編 地震編        

 

図 ７-2 山梨県消防防災ヘリコプター運航管理フロー  
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ドローンによる緊急災害情報の収集 

消防防災ヘリコプターよりも被災箇所への接近が可能で、詳細な画像・動画撮

影ができるドローンを活用して、被害情報の収集を行います。収集した情報は「山

梨県総合防災情報システム」へ登録し、情報の共有を行います。 

 

参集途上職員による緊急災害情報の収集 

デジタルカメラやカメラ付携帯電話等を活用します。収集した情報は「山梨県

総合防災情報システム」へ登録し、情報の共有を行います。 

 
出典：山梨県 HP 

 

図 ７-3 総合防災情報システムの概要・イメージ 

 

その他機関からの情報の活用、職員の派遣等による情報の収集 

必要に応じ、報道機関や県民等から得られる情報を活用します。 

 

■災害対策本部 

関係機関が収集・整理した調査結果や災害情報を集約するとともに、相互に提供

します。 

情報整理は、一元化し、時系列、カテゴリー別に整理します。それらを定期的に報

告・集約します。被災状況の迅速な報告と共有のため、積極的に「山梨県総合防災情

報システム」を活用します。 
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②被災情報の共有 

国、県、市町村その他の防災関係機関は、災害事態についての認識を一致させ、迅速な

意思決定を行うために連携し、 

■関係機関相互で連絡する手段や体制を確保し、緊密に連絡を取る 

■災害対策本部長の求めに応じて、情報提供、意見表明する 

等により、情報共有を図るよう努めます。 

 

表 ７-4 関係機関における被害情報の収集・連絡 

関係機関 内容 

山梨県 

・救助活動を迅速かつ円滑に行うために必要と認めるときは、市町

村等と連携の上、安否不明者の氏名等を公表し、その安否情報の

収集・精査を行うことにより、迅速な要救助者の特定に努める。 

・市町村からの報告を入手後速やかに消防庁へ報告するとともに、

必要に応じ関係省庁に連絡する。市町村からの報告を待たずして

情報を入手した場合についても同様とする。 

市町村 

・人的被害の状況、建築物の被害状況及び火災、土砂被害の発生状

況等の情報を県の出先機関、消防機関、警察署等と協力し、収集

するとともに、被害規模に関する概括的情報を含め、把握できた

範囲から直ちに県に報告する。 

・早期に被害規模を把握するため、必要に応じて、ドローン等を活

用した被災住家等の特定や、住民基本台帳等を活用した安否不明

者に係る名簿の作成等を、県と密接に連携しながら適切に行う。 

・消防機関へ通報が殺到する情報を覚知したとき、その状況を直ち

に電話により県へ報告する。 

消防機関 
・１１９番通報が殺到した場合には、その情報を直ちに県及び消防

庁に報告する。 

山梨県警 ・被害に関する情報を把握し、これを警察庁に連絡する。 

出典：山梨県地域防災計画 第３編 地震編      
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８．道路啓開の実施方針決定 

（１）活動項目 
道路啓開の実施方針決定については、以下を活動項目とします。 

 

（２）関係機関 
関係機関は以下のとおりです。 

 
図 ８-1 道路啓開の実施方針決定  

山 梨 県

連
携

各建設事務所
・支所

その他関係部局

県民センター

連絡
調整

関東地方整備局
甲府河川国道事務所
NEXCO中日本
消防機関
電気事業者
通信事業者

市町村道路管理者
各警察署

県災害対策本部

地方連絡本部

協力

連絡山梨県建設業協会

山梨県建設業協会地区協会

協定

協定

全体の被災状況の把握
関係部局への指示
関係機関との調整

防災局
（防災危機管理課）

公安委員会
（警察本部）

道路啓開作業の指揮
道路啓開作業の進捗把握

県土整備部
（道路管理課）

指
示

協
議

連
絡

要
請

報
告

協議、通知 周知

県土整備部
災害対策本部

その他部局
災害対策本部

啓開ルートの選定・共有
迂回路設定

協議
通知 周知

山梨県石油協同組合

協定
自衛隊

要請

派遣

【④国等への応援要請】

【①啓開ルートの選定】
【②緊急交通路指定、通行規制】

【③作業班・資機材の割当方法の決定】

【②緊急交通路指定、通行規制】
【③作業班・資機材の割当方法の決定】

①啓開ルートの選定 

②緊急交通路指定・通行規制 

③業者・資機材の割当方法の決定 

④国等への応援要請  

■県災害対策本部（防災局(防災危機管理課)、公安委員会(警察本部)） 

■県土整備部災害対策本部（県土整備部(道路管理課)） 

■その他部局災害対策本部（その他関係部局） 

■地方連絡本部（各建設事務所・支所、県民センター）  ■自衛隊 

■関東地方整備局、甲府河川国道事務所、NEXCO 中日本、消防機関、電気事業者、

通信事業者 

■市町村道路管理者、各警察署 

■山梨県石油協同組合  ■山梨県建設業協会、山梨県建設業協会地区協会 
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（３）活動内容 
活動内容は以下のとおりです。 

 

①啓開ルートの選定 

■災害対策本部 

緊急調査等により収集した県内の被災状況に関する情報をもとに、道路管理者が

主体となって、防災局、関係部局や公安委員会と協議を行い、啓開ルートを選定し

ます。 

被災状況等により陸路によるルートの選定が困難な場合は、自衛隊等の関係機関

と調整のうえ、空路を使った輸送について検討を行うものとします。 

なお、被災状況や病院の受け入れ体制、避難所の開設状況に応じて、災害対策本

部にて啓開ルートの優先順位を決定し、新たな情報や状況の変化に応じて、適宜ル

ートの見直しを図ります。 

 

②緊急交通路指定・通行規制 

■災害対策本部 

緊急交通路の指定を行う警察機関との間で、各地区の啓開ルートについての情報

を共有します。 

地方連絡本部からの報告を受け、各地区における通行規制の実施状況を把握しま

す。 

 

■地方連絡本部 

道路利用者の安全確保や道路啓開作業に伴い、通行規制が必要であると判断した

場合は、警察機関（所轄警察署）と協力のうえ、道路法第 46 条に基づく通行規制

を実施します。 

 

③作業班・資機材の割当方法の決定 

■災害対策本部 

道路啓開体制の確保状況及び資機材の確保状況について、地方連絡本部や山梨県

建設業協会から報告を受けます。 

 

■地方連絡本部 

道路啓開にあたる人員及び道路啓開に用いる資機材の確保状況について、山梨県

建設業協会地区協会から報告を受けます。 

人員と資機材の確保状況と道路啓開の必要範囲を踏まえ、作業班の割当方針を山

梨県建設業協会地区協会と調整します。 
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④国等への応援要請 

1 機関・１事務所での応急対応に限界がある場合は、早い段階で関係機関への応援

要請を行います。 

 

    ＜応援要請のステップ＞ 

① 県内のブロック毎に応急対応 

       ↓ 

② 県内の隣接ブロック等が応援で対応 

       ↓ 

③ 他県や国に応援を要請 

 

■災害対策本部 

啓開ルートの被災状況や地方連絡本部からの要請等により、必要に応じて、災害

協定締結団体（山梨県建設業協会）や国・他県等への応援要請を行います。 

 

■地方連絡本部 

道路被災状況に対して道路啓開体制が不足していると判断される場合は、災害協

定締結団体（山梨県建設業協会地区協会）や国・他県等からの応援の必要性につい

て、災害対策本部に報告します。 

 

 
図 ８-2 関係機関への応援要請の流れ 

 

 

  

県災害対策本部（統括部）

地方連絡本部

災害協定締結団体

協力要請

応援
要請

情報応援要請・協議

応援要請

災害対策本部（県土整備部）

自衛隊

都道府県政令市

関東地方整備局
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  〇県土整備部内での応援要請 

    地方連絡本部の所長が、災害対策本部の部長に要請します。 

    災害対策本部では、要請に基づき応援方針を決定し、本部班応援調整係が調整。 

 

  〇国又は他の都道府県に対する応援要請 

    広域応援要請は、自県及び他県の被害状況に応じて適用する協定を決定し、山梨県

災害対策本部（山梨県知事）が要請を行います。 

 

 

図 ８-3 関係機関への広域応援要請フロー 

 

 

 

災害時相互協力に関する
申し合わせ

関東地方整備局

リエゾン
プッシュ型派遣

震度５強以上

甲府河川
国道事務所

応援要請

TEC-FORCE派遣要請
※リエゾンが派遣されてい
る場合はリエゾンより行う

応援要請

情報共有

自県や他県の被害状況に応じ
適用する協定を決定

災害対策本部

県土整備部

応援要請

応援要請

関東地方知事会

「山静神」
構成自治体

(静岡県、神奈川県)

「中央日本四県」
構成自治体

(長野県、新潟県、静岡県)

全国知事会
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９．道路啓開の実施 

道路啓開の手続き 

（１）活動項目 
道路啓開の手続きについては、以下を活動項目とします。 

 

（２）関係機関 
関係機関は以下のとおりです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：災害対策基本法に基づく車両移動等に関する行動マニュアル（山梨県 県土整備部 道路管理課） 
図 ９-1 災害対策基本法に基づく車両等の移動の流れ（県管理道路の場合）  

■災害対策本部（県土整備部(道路管理課)、公安委員会(警察本部)） 

■地方連絡本部（各建設事務所） 

■関東地方整備局、甲府河川国道事務所 

■市町村道路管理者、各警察署 

①災害対策基本法第 76 条の 6 に基づく区間の指定 
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（３）活動内容 
活動内容は以下のとおりです。 

 

①災害対策基本法第 76 条の 6 に基づく区間の指定 

■災害対策本部・地方連絡本部 

決定した啓開ルートを踏まえ、災害対策基本法第 76 条の６（災害時における車

両の移動等）に基づく区間の指定を山梨県公安委員会へ通知し、道路区間を指定し

ます。 

山梨県公安委員会から要請があった場合には、災害対策基本法第 76 条の４に基

づき、道路区間を指定します。また、他の道路管理者から指示があった場合には、災

害対策基本法第 76 条の 7 に基づき、道路区間を指定します。 

区間指定は、それぞれの区間の路線名及び起終点を示します。市町村を越えた広

範囲にわたる場合等においては、区域による指定を行います。 

 

指定区間内の国道     ：国 

指定区間外の国道及び県道 ：県 

市町村道         ：市町村 

会社管理高速道路     ：独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構 

公社管理道路       ：地方道路公社 

 

 
図 ９-2 道路区間の周知（県管理道路の場合）  
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住民・道路利用者への周知 

（１）活動項目 
住民・道路利用者への周知については、以下を活動項目とします。 

 

（２）関係機関 
関係機関は以下のとおりです。 

 

 

（３）活動内容 
活動内容は以下のとおりです。 

 

道路管理者は、円滑な道路啓開実施のため、住民、道路利用者、報道機関等へ発災後の

情報提供を行います。 

地震発災後においては広く住民に情報提供することが重要であることから、各道路管

理者は管理する路線について、以下の方法等によって周知を行います。 

道路情報板、日本道路交通情報センター（ラジオ等）、立て看板を活用した情報提供 

ホームページ、記者発表等のツールを活用した情報提供 

民間企業等が発信する情報と連携した情報提供 

 

主な周知内容は、以下のとおりとします。 

指定した道路区間（路線名及び起終点、区域等） 

道路の通行可能区間（通行実績情報、迂回路情報、通行止め状況等） 

道路啓開状況（通行可能となる見通し等） 

 

 

 

 

 

 

 
出典：四国広域道路啓開計画 

図 ９-3 道路情報板による情報提供イメージ  

この先
建物倒壊のため

通行止

この先
道路啓開中のため

一般車通行止

■県災害対策本部（防災局(防災危機管理課)、公安委員会(警察本部)） 

■県土整備部災害対策本部（県土整備部(道路管理課)） 

■その他部局災害対策本部（その他関係部局） 

■地方連絡本部（各建設事務所・支所、県民センター） 

■関東地方整備局、甲府河川国道事務所、NEXCO 中日本 

■市町村道路管理者 

①指定した道路区間の周知（路線名及び起終点、区域等） 

②道路の通行可能区間の周知（通行実績情報、迂回路情報、通行止め状況等）  

③道路啓開状況の周知（通行可能となる見通し等） 
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出典：国土交通省 HP 

図 ９-4 ホームページによる情報提供例 

 

 

 
 

図 ９-5 立て看板または標識による情報提供イメージ 
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啓開作業の実施 

（１）活動項目 
啓開作業の実施については、以下を活動項目とします。 

 

（２）関係機関 
関係機関は以下のとおりです。 

 
 

図 ９-6 啓開作業の実施  

山 梨 県

連
携

各建設事務所
・支所

その他関係部局

県民センター

連絡
調整

関東地方整備局
甲府河川国道事務所
NEXCO中日本
消防機関
電気事業者
通信事業者

市町村道路管理者
各警察署

県災害対策本部

地方連絡本部

協力

山梨県建設業協会

山梨県建設業協会地区協会

協定

協定

全体の被災状況の把握
関係部局への指示
関係機関との調整

防災局
（防災危機管理課）

公安委員会
（警察本部）

道路啓開作業の指揮
道路啓開作業の進捗把握

県土整備部
（道路管理課）

情報共有

県土整備部
災害対策本部

その他部局
災害対策本部

道路啓開遅延箇所の把握
道路啓開困難箇所の把握

情報共有

山梨県石油協同組合

自衛隊

【①啓開作業の実施】

【①啓開作業の実施】

要
請

報
告

現 場

指
示

協
議

連
絡

要
請

報
告

供
給

【②燃料供給の要請】

協定

要請

【③国等からの応援人員の受入】

【①啓開作業の実施】

派遣 応援要請

派遣 応援

①啓開作業の実施 

②燃料供給の要請 

③国等からの応援人員の受入 

■県災害対策本部（防災局(防災危機管理課)、公安委員会(警察本部)） 

■県土整備部災害対策本部（県土整備部(道路管理課)） 

■その他部局災害対策本部（その他関係部局） 

■地方連絡本部（各建設事務所・支所、県民センター）  ■自衛隊 

■関東地方整備局、甲府河川国道事務所、NEXCO 中日本、消防機関、電気事業者、通

信事業者 

■市町村道路管理者、各警察署 

■山梨県石油協同組合  ■山梨県建設業協会、山梨県建設業協会地区協会 
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（３）活動内容 
活動内容は以下のとおりです。 

 

①啓開作業の実施 

■災害対策本部 

道路啓開の方針決定及び道路啓開作業の体制確保の後、地方連絡本部に対して道

路啓開作業の開始を指示します。 

地方連絡本部からの道路啓開作業進捗報告を受け、各道路管理者（国、高速道路

会社、県、市町村）と情報を共有しながら、道路啓開の遅延箇所や啓開困難な箇所を

把握します。 

 

■地方連絡本部 

災害対策本部からの道路啓開作業の開始指示を受け、災害協定締結団体（山梨県

建設業協会地区協会）に対して、道路啓開作業実施の要請を行います。 

道路啓開の進捗状況（道路啓開完了路線及び区間、確保車線数）について、定期的

に作業班からの報告を受け、さらに、災害対策本部に報告します。 

 

＜被害想定項目別作業内容＞ 

表 ９-7 被害想定項目の作業内容 

被害想定項目 被害内容 作業内容 

①盛土・法面 

の崩壊 
盛土・法面の崩壊 

盛土や舗装により対応。必要に応じて土留め対策を実施。 

※被害が大きい場合は、迂回路や仮設道路による対応と

なる。 

②橋梁部の段差 
ジョイント部の 

段差 
盛土、舗装等により段差解消。 

③建物の倒壊 
地震動による 

沿線建物の倒壊 
道路内の障害物を重機により除去。 

④液状化・ 

路面の段差 

地盤の液状化 

による路面の段差 

土砂や砕石、アスファルト合材等によるすりつけにより

段差を解消。 

土砂やアスファルト合材等の充填により陥没を補修。 

⑤道路付属物、 

電柱の倒壊 

揺れや液状化による 

道路付属物や電柱の 

倒壊 

道路内の障害物を重機により除去。 

※電柱の場合は電気事業者、通信事業者と連携。 

⑥放置車両 
事故や立ち往生 

による車両の放置 
道路管理者が車両の移動命令、撤去を行う。 

 

＜電気事業者、通信事業者との連携＞ 

■道路管理者 

電柱等の占用物の処理にあたっては、独断で判断せず、二次災害防止のため道路

占用者の応援が来るまで以下を実施します。 

・交通規制、交通整理による安全対策 

・現場までの通行ルート確保 

・占用者の道路啓開作業スペースの確保 

 

■啓開作業班 

電柱倒壊により垂れ下がった電線への公衆感電防止のため、電気事業者・通信事

業者の作業員が到着するまで、人を近付けないよう安全対策を行います。上記の安

全対策については、作業完了まで継続する必要があります。（作業途中に再度、電柱

倒壊の発生等の危険性があるため） 
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地震発生の影響により、倒壊していない電柱でも傾斜が大きい電柱付近には、倒

壊の危険性が考えられるため、近寄らないようにする必要があります。 

 

■電気事業者、通信事業者 

道路管理者と電気事業者・通信事業者が相互に協力・連携して啓開作業を行いま

す。 

 

＜ライフライン事業者との情報共有＞ 

■道路管理者 

早期にライフライン（電気、通信、上下水道、ガス等）が復旧できるよう、ライフ

ライン事業者と道路啓開進捗状況等の情報共有を図ります。 

 

②燃料供給の要請 

■災害対策本部 

地方連絡本部からの要請を受け、啓開作業班の燃料が不足した場合は、災害協定

締結団体（山梨県石油協同組合）との間に締結された『災害時における給油所地下

タンク備蓄燃料の供給に関する協定』や『災害時における石油燃料の安定供給及び

帰宅困難者支援に関する協定』に基づき、緊急車両等への石油燃料の供給を災害協

定締結団体（山梨県石油協同組合）に要請します。 

 

■地方連絡本部 

啓開作業班の燃料が不足した場合は、緊急車両等への石油燃料の供給を災害対策

本部に要請します。 

 

③国等からの応援人員の受入 

■災害対策本部 

県内における災害応急活動を的確かつ円滑に実施するため必要があると認めると

きは指定行政機関等の長に対し応急措置の実施を要請します。（災害対策基本法第 

70 条の 3）。 

また、災害応急対策を実施するため必要があると認めたときは関東地方知事会を

構成する山梨県、東京都、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、干葉県、神奈川県、静

岡県及び長野県で締結している「災害時等における相互応援に関する協定」等に基

づき、他の都道府県に対し必要な応援を要請します。（災害対策基本法第 74 条） 

 

■地方連絡本部 

災害対策本部によって他県への応援要請が行われた場合、応援の受入態勢を整備

し、他県との間で応援内容の調整を行います。 
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１０．今後の課題 

 

本計画は、山梨県内で大規模地震が発生したことを想定し、迅速かつ効率的に道路啓

開を実施するための基本的な考え方、具体的方法や役割分担などについてまとめたもの

です。実際の地震発生時には被害状況に応じて、本計画の考え方を基本としつつ、臨機

応変な対応が求められ、計画の実効性を高めていく必要があります。したがって、以下

の事項について継続的に取り組むこととします。 

 

○関係機関との連携 

現在の備えだけで十分ではないことを認識し、計画の実効性をより高めるために、引

き続き、関係機関との連携や協力体制を構築していくものとします。 

 

○啓開状況等の情報共有 

発災時において緊急車両の通行可能ルート等の情報を、関係機関に確実かつ正確に伝

達するため、啓開状況等の情報共有方法を検討していくものとします。 

 

○継続的な改善 

訓練で得られた知見や課題、新たに発生した災害の教訓などを踏まえ、本計画のスパ

イラルアップ（継続的な改善）を図っていくものとします。 

 

 



 

山梨県道路啓開計画策定ワーキンググループ 

 

○構成機関 

構成機関 所属 

国土交通省関東地方整備局 甲府河川国道事務所 

防災課 

 甲府河川国道事務所 

道路管理第二課 

山梨県 県土整備部道路管理課 

 県土整備部道路整備課 

 県土整備部都市計画課 

 防災局防災危機管理課 

 防災局消防保安課 

 福祉保健部医務課 

山梨県 警察本部 交通規制課 

 警備第二課 

陸上自衛隊北富士駐屯地 東部方面特科連隊 

中日本高速道路株式会社 八王子支社 

大月保全ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

 八王子支社 

甲府保全ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ株式会社 山梨総支社 

東日本電信電話株式会社 山梨支店 災害対策室 

山梨支店 ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

一般社団法人山梨県建設業協会  

 

 

○開催概要 

 開催日時・場所 議 題 

第 1 回 日時：令和 6 年 2 月 29 日（木）13:30～ 

場所：山梨県庁防災新館 412 会議室 

道路啓開計画策定の背景・主旨

について 

スケジュールについて 

第 2 回 日時：令和 6 年 7 月 1 日（月）13:30～ 

場所：山梨県庁防災新館 403 会議室 

道路啓開計画の方針について 

第 3 回 日時：令和 6 年 9 月 24 日（火）13:30～ 

場所：山梨県庁防災新館 409 会議室 

道路啓開計画（素案）について 

第 4 回 日時：令和 6 年 11 月 21 日（木） 

場所：書面開催 

道路啓開計画（最終案）につい

て 
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